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『ことことと、ことことと、一晩中煮るがいい。

　ちりちりと、ちりちりと、一日焙あぶっておくがいい。

　さてさて魔女の仕事とは、かくも時のかかるもの。

　怠なまけ者にはやれまいよ。

　働き者しかなれまいに。

　魔女の住すみ処かは北の果て。

　雪に居場所を訊きくといい』




　昔から伝わる戯ざれ歌のとおりに、魔女を捜すため若夫婦は雪が残る山を目指して旅をしてきたが、山の麓ふもとにさしかかると、辺りは荒こう涼りようとしてきて、人が住んでいる様子は全くなくなった。

「本当に、こんなところに魔女様たちは住んでるの？」

　妻は不安そうに辺りを見回す。驢ろ馬ばに引かせている小さな荷車では、大きな獣けものに襲おそわれたらひとたまりもない。

　森には熊くまや狼おおかみがいるだろう。熊脅おどしの鈴も、狼には効きかない。真っ先に狼は、年とし老おいた驢馬を狙ねらうだろうか。それとも妻が抱いている乳ち飲のみ子を狙うだろうか。

「見ろ、水車小屋がある」

　夫は森の中を流れる清流の先に、小さな水車小屋を見つけた。近寄ってみると、その水車小屋はよく使われているらしく、麦の入った袋が無造作に積まれていた。

「盗まれる心配もしていない。近くに人がいる証しよう拠こだ」

「そうね……鼠ねずみはいないかしら？」

　荷車を降りた二人は、怖々と中を覗のぞいてみた。水車小屋の中には、黒い猫の姿を模もした革かわ細ざい工くが、天てん井じようから吊つり下げられてゆらゆら揺ゆれている。

「あっ、これはよく知ってるわ。魔女様の鼠避よけ……」

「魔女の鼠避けはよく効く。大丈夫だよ、鼠に食われる心配はなさそうだ」

　妻は腕に抱いた赤ん坊を、悲しげに見つめた。

「ごめんね。村にいたら、いずれ苛いじめられて追い出されてしまうわ。魔女様たちは優しいそうよ。きっとおまえを大切に育ててくれるわ」

　自分の運命を知らない赤ん坊は、大きな目を見開いて、じっと母親を見つめている。その瞳は右が青で、左が緑だった。

　この地の近隣に住む者たちは、こうしたどこか変わった子供が生まれると、魔女のところに差し出しに来る。

　魔女は女の子しか受け取らないから、男の子の場合はさらに山を一つ越えたところにある、神官たちの修練場に届けることになっていた。

　魔女に育てられれば、いずれは魔女となる。

　だがこの魔女たちは、特別な魔法を使うのではない。様々な薬草や生き物の精から、良薬を作って売るのが生なり業わいだ。

　もちろん産さん婆ばもやるし、場合によっては傷を治すために、患かん部ぶを切ったりする荒業もやった。すべての人々を助けられるわけではないが、これまでに助けられた人間の数は、ゆうに村十個の住人くらいはいるだろう。

　この地では、魔女という呼び名は恐れるものではない。畏い敬けいを込めて呼ばれる名だ。

　魔女の中には、流行はやり病やまいの看かん護ごに当たり、命を落とす者もいる。貴重な薬草を求めて山中に分け入り、熊に襲われることもあった。

　だからこそ、人々はその名を敬うやまうのだ。

「いい魔女になってちょうだい」

　何度も赤ん坊に頰ほおずりしている妻の肩を、夫は優しく叩たたく。

「さ、行こう。いつまでもここにいたら、置いていくことができなくなる。色違いの瞳を持つ子供は、悪霊に魂たましいを狙われるって、昔から言われているからな。魔女様のご加護があれば、きっと無事に育つさ」

「そうね。それに人の役に立てるのですもの……」

　柔やわらかな麻あさ袋ぶくろが積まれた上に、赤ん坊はそっと寝かせられた。そして夫婦は、足音を忍ばせて、泣きながら出て行く。

　赤ん坊は左右で色の違う目を見開き、黒猫の鼠避けがゆらゆらと揺れる様子を、じっと見つめていた。そのうちに、風に揺れる様子がおかしかったのか笑いだす。

　乳ちち臭くさい赤ん坊は、一人にしておくと鼠に狙われやすい。けれど魔女の鼠避けは、誰だれも見守る人のいない水車小屋の中、赤ん坊をしっかり守ってくれていた。
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　スワンドール王国は、三つの小国が集まって作られた国だった。恒こう久きゆうの平和を願うために、三国の王族同士で婚こん姻いんし、親族となって結束を固めた。

　けれどすべての国民、貴族が納なつ得とくしたわけではない。合がつ併ぺいして一つの国になってしまったために、王国での地位が低くなったと感じる者もいたのだ。

　王の息子が王となる。それにも不満な者が後を絶たたなかった。王族の誰もが、自分が王になる機会はあると思っている。もっとも施し政せい者しやに相応ふさわしいのは自分だと、自うぬ惚ぼれている者も多くいた。

　そんな中、四代目の王となる第一王子のガイルは、もっとも信頼できる弟のマルケシュと共に、自室で酒を飲みながら、辛つらい心情を愚ぐ痴ちっていた。

「大公は、従い兄と弟このビルドを王位に就つけたいのだ。酒と女にしか興味がない、愚おろか者もののビルドをだ」

　嘆いているガイルは、黒髪のほっそりとした美しい若者だった。傍かたわらにいる弟のマルケシュは、顔立ちこそガイルに似ているが、体つきは逞たくましく力強さを感じさせる。

「ビルドにこの国を渡すくらいなら、マルケシュ、おまえが王位を継げ」

「兄上、声を荒げてそんなことを言うものではありません。誰だれが聞いているかもわからないんだから」

「いいさ、聞きたければ聞けばいい。王には愛人もいない。誰より王妃を大切にしているから、息子は私たちだけだ。私たちを亡なき者ものにすれば、楽々王位を奪えると、大公が目もく論ろんでいるのは明らかだ」

　ガイルは二十三歳になったが、まだ婚姻していない。そのため跡継ぎとなるような子供がいなかった。

　さっさと婚姻しろと王は言うが、思し慮りよ深いガイルは、自分を取り巻く不ふ穏おんな空気を感じ取っていて、婚姻した相手をも不幸にしてしまうと恐れていた。

「これまでは上う手まくいっていたのに、大公がよからぬ野望を抱いだくようになったのは、国が豊かになったせいもあるのだろう」

　三国が合併してからは、隣国の脅きよう威いに怯おびえることもなく、平和な日々が続いている。幸い、大きな天てん災さいや流行はやり病やまいもなくて、民は増え、作物は順調に実り、国庫には思っていた以上の富が蓄ちく積せきされていた。

　粗そ末まつな藁わら葺ぶき屋根ばかりに見えた村落も、石積みの壁に、真新しい板を渡した屋根が所々見られるようになり、家々の煙えん突とつからはいつも煙がたなびいている。

　それらは人々が豊かに暮らしている証あかしだ。

　小国だった頃は、王族といえども貧しい暮らしぶりだった。けれど今の王族は、そんな時代のことを知らない。

　広大な湖から引かれた濠ほりに守られた、美しい城に住み、望むままの贅ぜい沢たくな暮らしを許されていた。

「兄上、あまり思い悩んでばかりではいけません。もっと気を楽に持って、明日は狩かりにでも出掛けましょう」

　マルケシュが誘っても、ガイルは浮かない顔をするばかりだ。

「深ふか酒ざけは体によくありませんよ」

「そうだな……わかっているのだが、眠れない。眠ったら最後、二度と目覚めないような気がするんだ」

「そんなに不安なら、今夜は私が警けい護ごしましょう」

　兄思いのマルケシュは、衛兵に交じってガイルの警護を徹てつ夜やでする覚かく悟ごだった。

「眠らないのも辛いだろう。長なが椅い子すで休むといい」

「一晩や二晩、眠らなくても大丈夫ですよ」

　ガイルと違い、心も体も力強いマルケシュだった。王は次男のマルケシュのことも評価していて、戦時だったら迷わずにマルケシュに王位を与えただろうと言っていた。

　だが、平和な時代には、多少心身は弱くても、思慮深いガイルのような者のほうが王に相応しい。いかに戦うかを考えるより、いかに戦わずにすませるかを考えるほうが、平和を維い持じするのには必要なのだ。

「では最後に、もう一杯だけ飲んで、眠るとするか」

　ガイルの言葉に、マルケシュは眉まゆを顰ひそめる。以前はこんなに酒好きではなかった。王妃の兄である大公の野望が、心労の原因になっていて、それが深酒を誘うのだ。

　杯さかずきを空あけると、ガイルは小こ姓しように手伝わせて、眠るための支し度たくを開始した。

「ビルドが大軍を率いて、城に攻め込む夢ばかり見る。今夜は、マルケシュがいてくれるというから、そんな悪夢に悩まされることもないだろう」

「ご安心を兄上。ゆっくりと眠ってください」

　寝ね間ま着きに着替え、足湯を終えたガイルは、花びらを乾かしたものを詰めた枕の上に頭をのせる。すると小姓たちが、その脚をさすった。

　気が休まったのか、そのままガイルは眠りについた。

　マルケシュは長椅子に身を横たえる。長い脚がはみ出したが、気にせずそのままじっとしていた。何かあったらすぐに動けるよう、全身を緊張させていたが、あまりにも静かなので何度かうとうとしてしまった。

　そうするうちに空は明るくなり、鎧よろい戸どから陽が細い剣のようになって、部屋に射し込んできた。マルケシュは自みずから立っていって鎧戸を開き、新鮮な戸こ外がいの空気を室内に入れる。けれど冷たい風が吹き込んでも、ガイルが目覚める様子はなかった。

　マルケシュがいることで、安心して眠れたのだ。だったら今夜も、ここで寝ずの番をしてもいい。そう思うマルケシュは、早朝の空腹を覚えていた。

　ガイルはいつも目覚めるのが早いから、もうすぐ起きだすだろう。そうすればすぐに朝食となる。すでに朝食の用意をしているのか、はるか下にある厨ちゆう房ぼうから、パンを焼く匂いが立ち上ってくる。

「まいったな……腹が減ってきた」

　匂いが余計に空腹をつのらせた。マルケシュは小さな袋を、上着のポケットから取り出す。中には乾燥した果物や木の実が入っているが、それを少し口に含んでゆっくり嚙かみしめた。

　狩りに行ったものの、獲物にありつけなかった時のため用意された、非常用の食べ物だ。栄養価も高く、空腹を忘れさせてくれる。

　だがこの食べ物は、宮中の厨房で作られているのではない。何年、そのまま置いておいても腐くさらないという、不思議な製造方法を守っているのは、国の北部に村を作って暮らしている白魔女たちだった。

　木の実の成分が影響してきたのか、マルケシュは体の中から力が溢あふれてくるのを感じる。騎士団の連中と、剣の稽けい古こでも始めたい気分だった。

　早くガイルが目覚めてくれないかなと思った。ガイル付きの小姓たちも、そろそろ王子の目覚めの時間だとやってきて、洗顔の湯や着替えの衣服の用意を始めている。

　室内がざわざわしているのに、ガイルが天てん蓋がい付きの巨大なベッドから出てくる様子は全くなかった。

　さすがにマルケシュも、これは寝過ぎだと思った。いくら久しぶりの安眠だったとはいえ、陽も高くなってきたのに起き出さないというのは問題だ。

　小姓たちも落ち着かない。せっかく用意した湯が冷さめてしまう。また厨房まで階段を駆かけ下りて湯を取りに行くのは、面倒でできればしたくはないだろう。

　ここはやはり自分が声をかけて起こすべきだと、マルケシュはベッドに近づいた。

「兄上、そろそろお目覚めになりませんと……小姓たちが困ってますよ」

　けれどガイルはみじろぎもせず、起き出す気配はない。

「兄上……」
















　一瞬、死んでいるのではないかと、最悪の思いが脳のう裏りを過よぎって、マルケシュはガイルの顔に自身の顔を寄せ、息をしているか確かめた。

　生きている、ほっとしたのも束つかの間ま、どうしてこんなに騒いでいるのに、いつまでもガイルが目を覚まさないのか不安になってきた。

「もう起きられたほうがいいですよ。それとも……どこか具合が悪いようなら、ただちに医者を呼び寄せますが？」

　王族専属の医師はいたが、あまり腕がいいとは言えない。何しろこの国では、魔女たちが医療を担になっていて、専門の知識を持っていたが、門外不出として他の人間に教えることはなかったからだ。

　腕はよくなくても、病かどうかの見立てはできる。あまりにも深い眠りは病の可能性もあると思って、マルケシュは小姓に侍じ従じゆうを呼ぶように命じた。

　侍従もどこか落ち着きがない。いつもなら目覚めているはずなのに、ガイルが起きてこないので苛いら立だっているのだろう。

「医者を呼んだほうがいい。あまりにも眠りが深すぎる……」

　果たしてただの病だろうか。

　自分が一晩中付いていながら、まさか毒でも盛られるようなことがあったのだろうかと考えながら、マルケシュは落ち着きなく室内を歩き回る。

　侍従は慌あわてて医者を呼びに行った。小姓たちは怯えている。

　皆を安心させたかったが、マルケシュが一番動揺していたので、それはできなかった。

　時を知らせる鐘かねが鳴っている。いつもはこの頃にはガイルも起き出して、王と王妃がいる朝食の席に向かっているはずだ。

　陽はどんどん高くなり、いつまでも朝食の席に顔を出さない息子たちを心配して、王の使いもやってくる。

　気がつくとガイルの周辺は騒然となっていたが、それでもいっこうに起きる気配はなかった。

「私が付いていながら、何てことだ。昨夜、何があった？」

　いつもより多く、ガイルが酒を飲んでいたのは覚えている。

「まさか……」

　酒に毒を仕込むなんて、あまりにもありふれた暗殺手法だが、油断していて気を許したのだろうか。いや、まだ死んではいないのだから、これは何か特別な奇病かもしれないと、頭の中でぐるぐるするばかりだ。

　そこにようやく医者がやってきた。灰色のマントを羽は織おった医者は、マルケシュに睨にらみつけられ、たくさんの侍従や小姓に注目もされ、おどおどしながら診察し、結果を小声で告げる。

「わ、私には、何とも判断しようがありません。北の魔女たちに、診断を仰あおがれたほうがよろしいかと」

「そんな程度のことなら、誰にでも言えるぞ」

　マルケシュの冷たい怒りを受けて、医者は震ふるえ上がりながらさらに続けた。

「ね、眠りが深く、このままでは何も飲まず食わずになってしまいます。お目覚めにならなければ、長くて七日、いや、五日のお命と思われます」

「……そうか、で、原因は何だと思う？」

「殿下が昨夜お召めし上がりになられたものを、魔女のところにお持ちになるとよろしいと思われます。お元気だったのに、急変したということは、恐らく毒を盛られたのでしょう。何の毒かは、私にはとても」

　不ふ甲が斐いないやつだと、その場で罵ののしることもできたが、マルケシュはぐっと奥歯を嚙みしめて耐たえた。医者に罪はない。悪いのは、毒を盛った誰かなのだ。

「至急、騎士たちを集めろ。兄上を馬車に乗せ、魔女の村に向かう」

　すぐにマルケシュはその場を離れ、父である王に事態の報告をするため、朝食の間に向かった。

　さっきまであれほど空腹だったのに、もう何も感じない。どうしてこんなことになってしまったのかと、自分を責める言葉が頭の中で響き渡っている。

　酒など飲ませなければよかったのだ。

　酒を飲まずにいられないほど、ガイルが精神的に追い詰められることのないよう、もっと努力しておけばよかったのだろうか。
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　草むらの中にどれぐらいいるだろう。羽は虫むしが耳元でぶんぶん飛び回り、目の前の花にはテントウムシが二匹、一生懸けん命めい花粉を集めている。

　木にでもなったかのように、エマは周囲の風景に溶とけ込んでじっとしていた。

　水車小屋に置き去りにされてから十五年、魔女見習いとして育てられた。左右の瞳の色が違わなければ、今頃は村娘として誰だれかと楽しい恋でもしていただろうか。

　恋守りを求めてやってくる、華はなやいだ同年の娘たちを見ると、やはり羨うらやましい気がする。魔女は何年も学ばなければなれないもので、いずれは尊敬される存在になれるのだと知っていても、恋の許されない身分が悲しかった。

「……やっと見つけた」

　ずっと待っていた甲か斐いがあった。テントウムシを補食するために、そろそろと蜥蜴とかげが出てくる。普通の緑や茶色の蜥蜴では駄だ目めなのだ。少し紫むらさきがかっていて、背中に黄色の斑はん紋もんのあるこの蜥蜴だけが、解熱効果を高める薬の材料となる。

　町で暮らす貴族のレディたちは、蜥蜴や蛇へびを見たら『きゃあーっ！』と悲鳴を上げて倒れるものらしい。

「こんなに可か愛わいいのに……でも、ごめんね、薬になってちょうだい」

　エマは紫色にも見える蜥蜴をひょいと摘つまみ上げると、腰にぶら下げた小さな籐とう籠かごの中に放り込んだ。

　自然のものの中から、人間の病やまいを治す薬を作り出すのだ。そのためにこの魔女の村では、蜥蜴や蛇だけでなく、蝙こう蝠もりや蛙かえる、毒どく蛾がに毒どく蜘ぐ蛛も、恐ろしい姿の様々な虫や、毒々しい花々まで大切に育てられている。

　けれど囲いの中で飼し育いくすると、本来の薬効成分が薄くなるので、広大な敷地の中、自然な状態で生かされていた。だからこうして魔女たちは、必要なものを自ら狩かりに出なければいけないのだ。

「よしっ、オロコロ草も手に入れたし、もう忘れ物はないわね」

　エマは満足そうに頷うなずくと、邸やしきのある方向に歩きだす。

　十歳までは、師し匠しように付いて下働きの日々だった。その間も、師のすることをよく見ておいて、次に自分がやる時に決して間違わないように学ぶのだ。

　薬を作らせてもらえるのは十歳からで、最初は恋守りの中に入れる、薬草と乾燥した花びら、それに麝じや香こう猫ねこや山頂に住む白はく鹿ろくの糞ふんを干して粉にしたものなどを、調合することから始める。

　恋も知らない見習い魔女に、恋守りを作らせているなんて娘たちは知らない。だが恋守りは男たちを妖あやしい気分にさせるだけで、他には何の害もないものだから、見習い魔女にも任せられるのだ。

　そこで認められると、いよいよ薬を作らせてもらえる。簡単な腹壊しの薬や、あせも封じから始めて、エマは今やっと解げ熱ねつ薬ざいに取りかかったところだった。

　一度作った薬は、自分の薬事帳に記録する。それは決して他人に見せてはいけないもので、一人の魔女が生しよう涯がい書き留め、いずれは弟で子しへと口伝で伝えられた。

　そして魔女が死ぬ時、その薬事帳も共に焼かれる。そこまでして秘密を守るのは、薬の元となる生き物たちが、欲深い人間によって乱獲され、滅びてしまうのを防ぐためだった。

「いけない、だいぶ遅くなっちゃった」

　空を見上げると、太陽は真上に近づいている。師匠のピートが怒っているだろうと思って、エマは野原の中を勢いよく走りだした。

「あら？　何だろう」

　隊列を組んで、大勢の人たちがやってくるのが遠くに見える。この村の者は、皆とても視力がいいがエマも例外ではない。先頭を行く馬上の男が、大きな水色の旗を持っているのまではっきりと見えた。

　気になったが、とりあえず師匠の元に帰らないといけない。再び走りだしたエマは、ほんの少し走っただけで足を止めることになってしまった。

「朝ご飯も食べずに出掛けたのに、いったいいつまでかかるんだい」

　赤い髪を風に靡なびかせて、師匠のピートが腕組みをしてエマを睨にらんでいる。

「は、はい。紫蜥蜴、見つけました」

「日暮れまで待たされるのかと思ったよ」

　ピートの声は荒々しいが、本当はそんなに怒っているわけではない。エマは十歳で、二十五歳だったピートに正式に弟子入りしたが、その若さで弟子を持つ魔女は実はそういない。ピートは特別秀ひいでた魔女なのだ。

「お師匠様、大勢の人がこっちに向かって歩いてきてますけど」

「ああ、どうやらそのようだね。ここでの決まりを知らない、貴族のアホどもみたいだな。行くよ、エマ」

　エマより頭一つ大きいピートは、足も速い。転げるようにして走りながら、エマは必死になってその後を追った。

　村へと続く道は、いつもは静かな田舎いなか道みちだ。けれど大勢の騎馬と大きな馬車のせいで、もうもうと土煙が上がっている。

　しずしずと進む隊列の前に、ピートは両手を広げて立ち塞ふさがった。

「この先は、北の魔女の村だ。病人以外、入ることは許されない」

　大きな声でピートが叫ぶと、隊列は止まり、黒髪の大柄な男が前に出てきた。

「誰に向かって言っている。旗が目に入らないのか？　スワンドール皇太子、ガイル殿下の騎士団だ」

「王だろうが、貴族だろうが関係ない。どう見ても、あんたらのほとんどは健康だろう。この村には、健康な男は入れないんだよ」

「私は、第二王子のマルケシュだ。ガイル殿下の安全のため、警護の騎士も同行させてくれ」

　エマはお揃そろいの甲かつ冑ちゆうに身を包んだ、華はなやかな騎士たちを見て目を丸くする。話には聞いたことがあるが、王族に仕える騎士というのは、何と威い厳げんがあって美しいものなのだろう。

　こんな騎士や馬を揃えられる王は、やはり偉えらいのだと感心していた。

　その息子である王子に向かって、ピートは臆おくすることなく、村の決まりを説明していた。

「どんなに警護を固めても、病が癒いえなければ死ぬんだよ。病を治したいと思っているなら、こちらの約束に従うがいい」

「……襲しゆう撃げきされたらどうする」

「道は一本だよ。反対側は、ドラゴンでも用意しなけりゃ越えられない、険けわしい山だ。ここであんたらが何日野営しようが構わない。そこまで文句は言わないよ」

　マルケシュと名乗った王子は、年長の騎士と何やら相談を始めた。その間もエマは、ちょこまかと走り回って騎士たちの様子を観察する。

　騎士の中には、そんなエマに向かって笑顔を向けたり、親しげに手を振ったりしてくる者もいる。

　健康な若い貴族の男なんて、エマはこれまで見たことがない。この村を訪れるのはほとんどが病人で、たまに若い男がいても、熊や狼に襲われて大おお怪け我がをしている村人などだ。

　けれどこれで一つ学べた。甲冑や揃いのマントは美しいが、中身は村人とたいして変わりない。やはり普通の人間で、エマは安心していた。

「馬車は病人を運び込むまでは、中に入ることを許す。それで病人は、話せるのかい？」

「いや……」

「それじゃ王子様、あんただけは中に入るのを許すが、逗とう留りゆうまでは許可しないよ。いいね」

「……やむを得ないだろう」

　マルケシュは眉まゆを寄せ、口をへの字にしながらも頷いた。

　やはり王子は一番綺き麗れいだなと、エマはぼんやり考える。けれどこの王子は、すぐに怒りだす傲ごう慢まんな男かもしれない。魔女の村に無理やり入りたがる男というものは、たいがいそんな嫌いやな性格をしているものなのだ。

　馬車とマルケシュだけを伴ともなって、ピートはまた走りだす。馬にも負けない足の速さだ。エマがよたよた走っているのを見かねたのか、マルケシュが馬上から声をかけてきた。

「乗っていくか？」

「いいえ、とんでもないっ」

　若い男と一緒に馬に乗るなんて、そんな恐ろしいことができるはずがない。エマはピートに負けじと、勢いよく走りだす。

　村の敷地は広大だが、住人はそんなに多くはない。魔女たちは大きな建物の中に診察所を設け、それ以外は個々の小さな小屋で暮らしている。

　生活は質素で、日々、薬事と医療を学ぶだけの日々だ。

　訪れた病人は、診察所の横の治療小屋に逗留していた。流行病の者は、遠く離れた小屋になる。比較的元気な者は、大勢が寝泊まりできる大部屋だった。

　住居部分の入り口には、形ばかりだが門がある。大門はいつも閉まっていて、その横の通用門から魔女たちは出入りしていた。

　ここにはいつも番人がいて、流行病の者はしばらく待たされる。そして健康な者は、余程のことがなければ追い返された。

　ただ月に一度だけ、健康な者でも追い返されない日がある。村で作られたものを売る日だ。その日は大門の前までだが、大勢の人が列を成なして訪れた。

　恋守りから傷薬、旅に重ちよう宝ほうする携行保存食、村で作られた蜂はち蜜みつや蠟ろう燭そくなどが売られていた。

　そんな日にも開かれない大門が、馬車のために開かれた。いつもは眠っているような村が、その瞬間、ざわざわと揺れたような気がする。

　そこに村長であるジータが姿を現した。先に中に入ったピートから事情を聞いて、わざわざ出迎えたのだ。

　ピートは大きい女だが、それは背せ丈たけだけだ。ジータは背が高いだけでなく、堅い肉が全身に付いていて、まるで岩で作られた彫り物に、白い綿毛を被かぶせたようだった。

　歳はすでに八十歳を超えているが、百歳を超える長老が何人もいるこの村では、自ら若じやく輩はい者ものと名乗っている。

「わたしが北の魔女村の村長だが……病人は、皇太子殿下であらせられるか」

　マルケシュはすぐに馬を下り、右手を胸につけてジータに礼をする。思ったより礼儀正しいなと、エマはまた感心していた。

「よければ……中で」

　マルケシュは周囲を油断なく見回し、緊張した顔つきになる。

「心配はご無用。我々は、遙はるか遠くのものが見え、遙か彼方かなたの音を聞きます。殿下の命を狙うような者が近づいたら、すぐに気がつくのでご安心を。まずは診察しましょう。この奥の、診察室に運びなさい」

　御ぎよ者しやとマルケシュで、馬車から豪華な蓋ふたをされていない棺ひつぎが降ろされた。中に布を敷き詰めた棺は、起き上がることのできない病人を運ぶのにちょうどいいのだろう。

「エマ、先に行って扉とびらを開けなさい」

「は、はい」

　運ばれる棺に寄り添い、エマは扉を開く係となった。その時にエマは、横たわる王子の姿を見てしまう。そして思わず息を吞のんだ。

　この世の中に、こんなに美しい男がいるのだろうか。天上界の神ではないのかと思うほど、蒼白の顔をして横たわる皇太子は美しい。

　似たような顔立ちをしていても、弟のマルケシュとは全く違って見えた。

　扉を開き、診察所の中に入ると、奥の診察室へとエマは案内する。中には大きめのベッドが置かれ、よく洗われた清潔な布に覆おおわれていた。

「ベッドの上に横たえるように」

　ジータの言葉に従い、マルケシュと従者はガイルをベッドの上に持ち上げて寝かせた。その横でエマはじっとガイルを見つめる。

　真っ黒な髪は長く、鼻び梁りようはすっとして形がいい。唇くちびるの色は失われているが、口こう角かくが少し上がった優雅な口元をしていた。これで目を見開いたら、どんなに美しいだろう。エマにその姿は、神こう々ごうしいほどに映った。

「着衣を脱がせなさい」

　いきなりジータに命じられて、エマは全身が凍こおりつきそうになった。

　診察のために、病人の着衣を脱がせることなんていつもやっている。そういったことは、エマのような見習いの魔女がするものだからだ。

　けれどガイルの衣服を脱がし、その肌はだに触れるのかと思うと、かっと頭に血が上って真っ赤になってしまった。

「エマ、相手は皇太子殿下だ。粗そ相そうをしてもいけないから、ここはわたしがやる」

　すぐにピートが気を利かせてくれ、エマに代わってガイルの衣服を脱がしにかかる。それをジータも手伝った。

　その頃になると、どこからともなく長老たちが集まってきた。皆、百歳前後の年寄りだが、腰は曲がっておらず矍かく鑠しやくとしている。ただその顔にある無数の皺しわだけは、どうあっても消し去ることはできなかった。

「マルケシュ王子、昨日生まれたと思ったら、もうそのように立派なお姿で」

　最長老の百二十歳になるワシンが、ほとんど開いていないような細い目を、さらに細くして笑う。

「おかげさまで二十歳になりました」

　マルケシュの返事に、ワシンは静かに頷いた。

「二十年か、昼寝をしている間に、過ぎてしまったようじゃの」

　ワシンは笑いながら、長老たちを率いてジータの背後に回った。

「それでマルケシュ王子、殿下はどのような理由で、このように眠っておられるのですか？」

　ジータの質問にマルケシュが答えるより早く、エマは腰に下げた籐籠の中から、大きな葉を一枚取り出し、そこに金属棒で聞いたことを書き取り始めた。

　紙は貴重だ。だからとりあえず控える必要のあることは、分厚い葉っぱの裏に傷つける形で残すことにしている。

「殿下、深い眠り……」

　すぐにすらすらとそこまで書いた。

　エマにも両親がいて、祝福されて誕生したのだと聞かされて育った。けれど左右の瞳の色が違うことで、両親は後難を恐おそれて魔女に預けたのだ。

　それは正しかったのかもしれない。エマは同じ年頃の村の娘たちに比べると、はるかに賢かしこい。ここにいれば字の読み書きも習えるから、その賢さは十分に磨みがかれた。

「昨夜殿下は、かなり深酒をされました。ここに残りを持ってきています。中身を調べてください」

　マルケシュは腰に下げた革袋から、小さな瓶に入ったものを差し出す。ジータはそれを受け取り、まずにおいを嗅かいだ。

「これは……」

　饐すえた嫌な臭いがする。マルケシュも近づいてその臭いを嗅いだが、すぐに顔をしかめた。

「おかしい、昨夜はこんな臭いなどさせていなかったのに」

「どうやら、毒を入れられたのは確かなようですね。ワシン様、これは何の毒だと思われますか？」

　瓶はワシンはじめ、居並ぶ長老たちに回される。

「わたしは、今はもうほとんど作られることのない、ヒドラゲンだと思いますが」

　村長となるだけあって、ジータの魔女としての腕は最高のものだ。毒の臭いを嗅いだだけで、すぐに言い当てる。

「ヒドラゲン？」

　マルケシュは聞いたこともないその名前に、答えを求めるようにワシンを見つめた。

「そうじゃ、ヒドラという花の根から採れる毒じゃが、安楽死の薬といってな、眠ったまま死んでしまう。苦しみから逃れるために、大勢の人間が利用したので、今から八十年ほど前、当時の王が自らすべて燃もやしてしまったのじゃよ」

　エマはヒドラゲンの綴つづりがわからず、とりあえずヒドラとゲンと書いてみた。様々なことを学んでいるエマだが、毒に関してはずっと最後のほうでないと教えてもらえない。毒を扱うには、悪魔に魂を売り渡さない、高潔な精神を養うことが先だった。

「王子、人は息をしているだけでは、生きてはいけないのですよ。ヒドラゲンの恐ろしいところは、眠ったまま飲まず食わずで何日も生き、最後はミイラのようになって死ぬことです」

　ジータは説明するが、それを聞いてエマのほうが震え上がった。

　この美しい皇太子が、カラカラのミイラになって死んでしまう。何と恐ろしいことだろう。

　裸になったガイルの姿を直視することは、どうしても恥ずかしくてできなかった。ちらちらと長老たちの後ろから覗のぞき見するしかできない。

　それでもガイルの体が、太すぎず、瘦やせすぎてもいない、手足の長い引き締まった素晴らしい体だというのはわかった。

　あの美しい肉体が、毒に蝕むしばまれていく。

　それを止める手だてはないものだろうか。

「眠っていても、体は水や栄養が必要です。毒消しをしながら、何とか生かすための努力はいたしましょう。けれど……ヒドラゲンの決定的な毒消し薬などないのが現状です」

「な、何とかならないのか」

　ジータの言葉にマルケシュは狼狽うろたえていた。

「何とかして差し上げたいところですが……確約はできません。長老たちのお知恵を拝はい借しやくし、できうる限りのことをいたしましょうとしか、今は言えません」

「そんな……」

　項うな垂だれるマルケシュに寄り添い、その肩を優しく叩きながらワシンは涙を溜ためた目で伝えた。

「お気の毒に……神が定めた寿命ならば、それは致し方ないこと。けれどこれは悪心ある者による暗殺じゃ。もっとも非道な行いと言えるじゃろう。ここは魔女たちの総力を挙げて、何としてもお助けいたしますよ」

「助けて欲しい……兄上は、聡そう明めいで穏おだやかな人だ。次代の王として、もっとも相応ふさわしい資質を持っている。スワンドールをよい国にするには、どうしても兄上が必要なのだ」

　マルケシュはガイルの側に近寄り、その手を取り上げて強く握った。けれど何の反応もなく、ガイルは深い眠りの世界にいる。

「お師匠様、どうすれば毒消しができるんですか？」

　エマは我慢できずに、ピートに訊たずねる。

「簡単ではないよ。とりあえず清浄水を体の中に送り込み、出させることを繰り返す。後は内臓が活発に動くように、毎日温おん浴よく処置をしなければならない。そして全身をこすって、血の巡めぐりをよくしてやらねば」

　咄とつ嗟さにピートは、思いついた治療法を口にしたが、一枚の葉っぱではとても書き込める内容ではなかった。

「滋養薬を流し込んでも、内臓が動かなければ体の力にならない。だが、そうやって体だけ生かしておいても、頭が目覚めなければ、いずれ死は避けられない」

「そんな……」

「ジータ様、すぐに処置にかかりましょう」

　ピートはエマに教えることよりも、治療を開始したがっていた。

　不謹慎ではあるが、ピートは治せないと言われるような難病治療に燃える。意地でも、ガイルを治したいと思い始めているはずだ。

「マルケシュ王子、それではただちに治療を開始いたしますが、あなたにできることはもう何もありません。騎士たちの元に戻り、敵の襲しゆう来らいに備えるとよろしいかと」

「……何も、できないのか」

　ジータに言われてマルケシュは落ち込んでいるが、それはどの病人の家族でも同じことだった。治せるのは魔女のみ。辺境の北の地に住む魔女だけが、死という運命と闘える。

「長なが逗とう留りゆうになるやもしれません。食料は、村のものを送りましょう」

　ジータの申し出に、マルケシュは小さく頭を下げた。

「ありがたい申し出に感謝する……」

　そこでマルケシュは両手で顔を覆おおい、何とか泣きたいのを堪こらえていた。

　それを見ていたエマの胸も痛む。

「大丈夫ですよ、王子様。皇太子殿下の瞳は何色ですか？　わたしは皇太子殿下が目を開かれる瞬間が楽しみです」
















　エマが思わずマルケシュに声をかけると、項垂れていたマルケシュは顔を上げて、力なくエマに向かって微笑ほほえんだ。

「美しい紫の瞳だ。もう一度、見られることを願う」

　そこにいた誰もが、同じようにガイルの瞳が見られることを願っていた。
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　治療に当たる時、魔女たちは診療所の裏手にある、湯の中で身を清める。

　村の背後にある、休眠中のボウラ火山からの贈り物である白はく濁だくした湯は、病やまいの治療にも効果があった。逗とう留りゆう中の病人は、その症状によって入にゆう湯とう時間を決められるが、効果はかなりあるようで、数日で病が癒いえてしまうことも珍めずらしくない。

　もちろん健康な者が、その健康を維持するために入湯するのもよいことだ。魔女たちが長ちよう寿じゆなのは、この温泉に毎日入にゆう浴よくしているからだった。

　エマも早速入にゆう湯とうを命じられた。ピートと共に入湯し、その後で清せい潔けつな麻あさの服に着替える。

「いいかい、眠ってるってことは、半分死んでいるようなものだ。けれどそれは頭だけで、体のほうは眠ってない。寝るたびに心臓が止まっていたら、人間は生きていけないだろ？」

「は、はい」

　ピートの教えを、エマはすぐに新しい葉に書き込む。葉がカラカラに乾いて砕くだけてしまわないうちに、紙に丁寧に書き写さねばならないが、そんな時間は果たしてあるだろうか。

「起きている時のように、体を活性化させなければいけない。それにはまず、血の巡りをよくしてあげることさ」

　こういった体力の必要な治療は、高齢な者はやらない。かといって見習いでは技術が足りないから、自ずとピートたち若手の魔女中心の仕事になった。

　ガイルのための特別治療室が設もうけられている。そこには温泉が引かれていて、寝湯のできる石のベッドもあった。

　清潔なベッドに寝かされたガイルは、白い絹の布に包まれている。エマは間近にその姿を見て、改めてため息をついた。

「綺き麗れいな王子様……」

「若い男を見慣れてないエマには、少々毒かもしれないね」

　ピートは苦笑しながら言った。そこにぞろぞろと若い魔女たちが集まってきた。

「それじゃあ、治療の班決めをしよう。日没まではわたしら第一班と第二班、日没後から日の出までを第三班と第四班、そして日の出からは、第五班と第六班、次は第一班に戻る」

　ガイルの治療の長に任命されたピートが、順番を説明する。一つの班には、三人の魔女がいる。皆が見習い魔女を連れているとは限らないので、それぞれの班で数はばらばらだった。

　班でずらっと集合している様子を見ると、エマは軍隊というものに似ているんだろうなと思ったりする。けれど魔女たちが持っているのは、剣でもなければ盾たてでもない。

　傷薬とよく切れる小さなナイフ、それに清潔な布一枚だけは、いつも携けい行こうしておくのが決まりだった。

「では治療方法を説明する。一日に三回、温おん浴よく治療を施ほどこす。日の出からこの二号砂時計で刻ときを計って三回だ」

　一日の三分の一の時間を計れる砂時計を、ピートは示した。

「温浴治療の合間に、清浄水、療養食を、体内に流し込む。清浄水は三号容器で二杯、療養食は水すい溶よう状態で、五号容器一杯。使用する管は、清浄水が四号、療養食は三号。自発的排はい泄せつもないので、温浴治療の前に施すこと」

　ピートは早口だ。だがこうして口にしていることを、しっかり聞いて覚えていられないと、弟で子しとして認められない。

　ここでは治療に使用するすべてのものに、様々な大きさがある。大きい順から番号を振ってあるが、一つ間違えると大変なことになってしまうのだ。

「温浴治療の後、六号砂時計の時間内で、体表、足部から心臓に向かって手技刺激を行うように。強すぎると、血管を破壊する可能性があるから、用心すること」

「呼吸は完かん璧ぺきですか？」

　第三班の魔女が質問してくる。

「今のところ、呼吸と心拍は異常なし。異常が出たら、すぐに呼吸補助装置を取り付けて、肺に空気を送り込むように」

　いたって淡たん々たんと説明しているが、ピートはこんなに美しい男を見ても、何も感じないのだろうか。どうやらピートにとっては、患者の容姿よりも容態のほうがずっと意味があるようだ。

　ここを訪れる患者に、身分による差別というものはない。ガイルが人手のかかる特別治療を受けているのは、皇太子だからではなく、このままでは死んでしまう難病だったからだ。

　年齢、男女の差、貧富に身分、魔女たちはどれも関係なく、病を治すことに専念する。

　なのにエマは、ガイルに対して特別な思いを抱いてしまったのを、どうすることもできなくなっていた。

　魔女失格だ。ここにいるのは病人、治すことを第一に考えないといけない。人間の美しさなんて、ほんの表面的なもので、誰でもいずれは老いていき、美しさなど永遠に留とどめておけるものではないのだ。

　そう教えられてきたのに、エマはガイルを見ているだけで、心は落ち着きをなくしてフワフワした気分になってしまうのだ。

「それでは各班、時間になったらすぐに交代できるよう、滞とどこおりなく準備をしておいてくれ」

　ピートの指示に、皆は頷うなずいて元の持ち場に帰っていく。

　魔女たちは忙しい。病人の世話をする間にも、絹を作り出す蚕かいこ、蜂はち蜜みつと蜜みつ蠟ろうを生み出す蜜みつ蜂ばち、さらに山や羊ぎや羊、豚ぶたに鶏にわとりとたくさんの家畜の世話をしなければいけなかった。

　それに食べるための野菜に穀こく物もつ、麻や薬草も育てないといけない。村には魔女になるつもりのない、普通の人たちも働いているが、ここにいるのはすべて女ばかりだ。どんな重労働も、男手に頼ることなくやらなければいけなかった。

「エマ」

　ピートに呼ばれて、エマはぼうっとガイルを見ていたことを叱しかられるのかと、真っ赤になりながら近寄っていった。

「は、はい」

「野営している騎士たちのところに行って、必要なものを聞いておいで」

「……」

　不満がもろに顔に出てしまった。するとピートは、ぶにゅっとエマの頰ほおを抓つねる。

「綺麗な王子様に、ぼうっとなってるんじゃないよ。おまえは今、正しい看護のできる状態じゃない。見習いっ子たちを集めて、騎士たちに食料を届けるんだ」

「は……はい」

「七日間と伝えな」

「七日ですか？」

「それを過ぎても目を覚まさなかったら……生き返るのは難しい」

　では皇太子を生き返らせるために、自分も働きたいですとエマは言いたかった。けれど師匠の命令は絶対だ。逆らうということは許されない。

「お師匠様、七日が過ぎてもまだ生きてらしたら、治療は続けるんですか？」

「生きたまま体が腐くさっていくのを、ただ見守るだけだ。それでも、治療を続けろと言われるだろう」

「ほ、他に、治す手だてはないんですか？」

「治療しても治る見込みがなければ、長老たちが何か案を出すだろう。それまでにやるべきことをやるだけだ」

　もっとガイルを見ていたい。後ろ髪を引かれる思いというのは、きっとこういうのを言うのだろうと思いながら、エマは治療室を後にする。

　騎士たちが必要とするものを書き留めるために、急いで大きめの葉を何枚か手に入れ、大門へと向かった。
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　魔女といったら、みんな年寄りばかりのような気がしていたが、現実は違っていた。ガイルを治療している魔女は、まだ二十代だろう若さだし、目の前にいる小柄な少女エマも、とてもそうは見えないが魔女なのだ。

　マルケシュは青と緑、左右が違った色の瞳にじっと見つめられていた。

「七日の間、野営するのに必要なものをおっしゃってください」

「七日という制約があるのは、どういう意味なのだろうか？」

　具体的な日数を口にされると、何か嫌いやな予感がしてしまう。それを過ぎたら、ガイルがどうにかなってしまうというのだろうか。

「七日は……治療の目安です。もっと早くに治るかもしれません」

　エマは明らかに噓うそをついている。どうやらこの魔女は、噓をついて人々を混乱させたりする才能には恵まれていないらしい。

　きっと七日では治らないのだろう。その間、ここで野営しながら待つだけというのは、マルケシュや騎士にとって心苦しいものだった。

「兄上が襲しゆう撃げきされる心配がなければ、騎士たちを都みやこに戻すのだが……私を含めて二十五人もいる。村の貴重な食料をいただくのは心苦しい。数日分の食料は持参したが、足りそうにないな。よければこの近くで、兎うさぎや鳥を狩かるのをお許し願いたい」

「薬草摘つみのために、見習い魔女が野山を歩いています。絶対に間違えないとおっしゃるなら、狩かりをなさってもいいですが」

「……十分に注意すると約束しよう」

「絶対ですね？　絶対ですよ」

　少女のくせに、エマはマルケシュを恐れるということはないらしい。王子というだけで、傅かしずかれるのが普通だったマルケシュには、エマの態度は新鮮だった。

「あちらの方向に、湖があります。とてもよい鱒ますが釣つれます」

　エマはいつも手にしている金属棒で、森の外れを示した。

「釣り竿ざおが必要なら、ご用意いたします」

「……これは、何なんだ？」

　マルケシュは思わず、エマの手から金属棒を奪ってしまった。

「万能棒です。曲がったほうでは、奥に挟まったものを取り出し、まっすぐに尖とがったほうでは、物を刺したり、葉に文字を書いたりするのに使います」

「とても便利そうだが、どうして葉っぱに書くんだ？　ペンと墨すみ壺つぼを持ち歩かないのか？」

「ここでは何でも作りますが、紙は貴重なんです」

「そうか、それは失礼した」

　エマに金属棒を返すと、マルケシュは力なく微笑ほほえむ。

「そうだな。間違って見習い魔女を射い貫ぬいたりしないように、まずは鱒を釣ることにしよう」

「では、二十五人分の食器と調理鍋なべ、テントと毛布をご用意いたします。釣り竿も二十五本必要ですか？」

「いや、半分もあればいいだろう。何だか、申し訳ないな。この村では、いつも訪れる者にこんなに親切にするのか？」

「もちろんです。病人が治るまで、家族の人たちはここで待つしかありません。村の中に入って、健康な人に病がうつるといけないので、入らせないのが決まりです」

　葉に書き込むエマをじっと見つめながら、マルケシュは思わず気になったことを素直に訊いてしまった。

「魔女たちに、病がうつることはないのか？」

「うつっても大丈夫なように、いつも健康に気をつけていますから」

「本当に健康そうだな」

　エマの肌はだはほどよく陽に焼けていて、とても元気そうだ。頰はほんのり赤く、瞳はきらきらと輝いている。唇も艶つや々つやしたピンク色で、ベリーを食べたばかりのようだった。

「殿下はいつも、どんなことをなさっていたのですか？」

　少し恥ずかしそうにエマは訊いてくる。

「国王になるため、様々なことを学んでいる。三国協定から後、強大な国に生まれ変わったが、歴史をよく知らないと、いろいろと問題が起こったときに、正しい意見が言えないといけないから、しっかり学んでおかないといけないんだ」

「へぇーっ、王様になるのも大変なんですね。修業が辛つらいのは、魔女ばかりじゃないというのは知ってますけど、殿下まで大変だったなんて」

　素直に感心しているエマの様子は、実に無む邪じや気きだ。

「歳は幾いくつなんだ？」

　マルケシュは思わず訊いてしまった。

「十五です」

「えっ？」

　もっと子供なのかと思っていたので、正直に驚いてしまった。するとエマは、可か愛わいらしい笑顔を見せて応えた。

「子供っぽいでしょ、わたし。魔女の村では、外の世界に比べて刻ときがゆっくり流れるから、なかなか大人になれないんです」

「そうか……？　そんなことがあるのか？」

「みんな長生きなのはそういうわけ……なんてことはないですよ。今のは冗じよう談だんです。村からあまり出たことがないので、自分のことは人と比べてどうなのか、よくわからないのだけど」

　そこでエマは、悲しげに顔を曇らせた。

「同じ年頃の娘さんたちは、みんな恋守りを買いに来ます。わたしは、たくさん恋守りを作ったけれど、自分のために作ったことはありません。魔女は……婚こん姻いんしないので。きっと恋をしないから、子供のままなんですね」

「別にしてもいいんじゃないか？」

　何も知らないマルケシュは、そんなことはたいした問題じゃないと思ってしまった。ところがエマは、ますます悲しそうな顔になってしまった。

「婚姻したら、村に戻ることは許されませんし、魔女の仕事をしたらいけないんです。みんな魔女でいたいから、ここ百年くらい、婚姻して村を出て行った魔女は一人もいません」

　話してしまってから、はっとした様子でエマは顔を上げた。

「すいません。何だか、マルケシュ様、男の人なのにとっても話しやすくて、どうでもいいことまで話してしまいました」

「いや、いいんだ。私でよければ、いつでも話し相手になるよ」

　マルケシュも内心は不安でたまらない。ここしか頼るところもなくやってきたが、果たしてガイルを助けることはできるのだろうかと、嫌な考えばかりが浮かぶ。

　騎士たちと話せば、自然と毒を盛った犯人捜しの話題になった。そして城にいる王は安全だろうかと、余計な心配ばかり皆でしてしまう。

　そんなときだけに、エマとの普通の会話は心を穏やかにしてくれた。

「荷物運びを手伝いたいが、村には入れないんだな」

「はい、大門まではわたしたちで運びます。いつものことですから」

　エマは二枚目の葉に、新たな文字を書き入れ始めた。そしてマルケシュに向かって、恥ずかしそうに言い始める。

「パンとスープは、こちらで提供します。鱒とか兎、鳥なんかが食べられるのは運次第ですね。頑張って狩ってください。それと日に一度、温浴施設を一定時間開放しますから、どうぞ、入ってください」

「病人でもないのに、いいのか？」

「逗留している家族のために、開放されるんですが……お、男の人は、おかしなことをする人がいるので、注意してくださいね」

　真っ赤になりながら、必死に言う様子に、マルケシュは笑顔で頷く。

「女と子供、それに病人しかいない村で、恥ずかしい行いをしないように、十分に注意しておく。それでも何かあったら、いつでも私に言ってくれ」

「はい。お互い、大変だけど頑張りましょうね。殿下は……すぐに目を覚まされますから」

「そうだな……だといいが」

　ガイルが目覚めなかったら、マルケシュが皇太子となるのだ。そうなる前に、大公は卑ひ劣れつな手を使って、いずれマルケシュの命も狙ってくるだろう。

　毒を用意したのが大公だと、はっきりした証拠があればいいのだが、犯人捜しの前に城を飛び出してきてしまった。今は城に残っている騎士たちと、忠誠を誓ちかった貴族たちを信じて任せるしかない。

　できることなら、内乱になどなって欲しくはなかった。外敵の脅きよう威いは薄れたとはいえ、内乱を機にまた攻め込まれるかもしれないのだ。

　どの国も、増え続ける民を養うために、豊ほう穣じような土地を欲しがった。そして土地を耕たがやすよりも、耕された土地を奪うことを覚えてしまった。それが度重なる戦いくさの原因だ。

　領主は領民を守るために、忠実な戦士を雇やとう。親子代々領主に仕え、ずっと忠実な戦士だった者が、やがて貴族という特別な地位を得るようになった。そして強大な領主は、王と呼ばれるようになっていったのだ。

　この豊かな村は、まだどこの国にも所属していない。スワンドールと隣接しているが、領地ではないのだ。

　心ない王が侵略してきたら、どうするつもりなのだろうと、マルケシュは心配してしまった。
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　エマは生まれて初めて、自分のために恋守りを作った。

　叶かなう恋だとは、最初から思っていない。何しろ相手は皇太子であり、エマのことなど知らないまま、眠り続けているのだから。

　ピートに見つからないよう、胸の奥に隠してしまった。

　これが恋なのかも、エマにはよくわかっていない。何しろすべてが生まれて初めての経験だ。皇太子なんて見るのも初めてだったし、こんなに美しい若者を見たのも初めてだ。

「好きになるのは、自由だもの」

　ガイルのために療養食の準備をしながら、エマは呟つぶやく。

　よく煮た大麦の粥かゆに、強壮成分のある粉末を混ぜ、さらに清浄水を加えて薄いスープ状にする。これを管に通して、直接ガイルの体の中に送り込むのだ。

　ヒドラゲンの毒は、ひたすら眠らせるだけだ。眠っていても微かすかに内臓は動いているから、手技で内臓に刺激を与えて、どうにか肉体を維い持じしていた。

　それでももう七日になる。ガイルはまだ生きてはいるけれど、日に日に窶やつれていくばかりだ。エマは自分の当番の時間でなくても、ガイルの手足をさすることを続けている。その間も、ガイルの心を呼び戻せるように、ずっと話しかけていた。

　献けん身しん的てきに介かい護ごをしているのに、弱っていくガイルを見ているのは辛つらい。いつもは元気なエマも、すっかり落ち込んでしまった。

「療養食ができました」

　虚うつろな声でピートに告げると、ピートは分厚い自分の薬事帳を広げて、うんうん唸うなっていた。

「ああ、ヒドラゲンを燃やしちまった王様を恨うらむよ。現物が残っていれば、毒消しの方法もわかるかもしれないのに」

　ピートの目の下には、どす黒い隈くまができている。ほとんど寝ずに、ピートは治療法を探しているのだ。

　今この世界で、眠り続ける人間を生かしておけるのはこの治療院だけだろう。それは毎日何人もの手が、ガイルに特別の手技を施ほどこしているからだ。

　このまま続けていれば、あるいは一カ月、ガイルは生き延びるかもしれない。だがそれでは何の解決にもならないのだ。

「ピート、おぬしの頭でも、解げ毒どく剤ざいは見つけられぬようだの」

　ワシンがジータに手を引かれて入ってきた。ピートは真っ赤な髪が爆発したようになっていたのを、慌あわてて麻あさ紐ひもで結わえて身み繕つくろいを整える。

「このままでは、どうあっても覚かく醒せいさせるのは無理なようじゃ。エマ、マルケシュ王子をここに呼んでくるように……」

「ワシン様。もう、少し、もう少し刻をください。何とか解毒の方法を」

「無理じゃよ、ピート。わたしらはヒドラゲンがまだ存在していた頃を知っている。あの頃にも優秀な魔女は大勢おったが、誰一人としてヒドラゲンを解毒できたものはいない。だからこそ王は、すべてを焼き払ったのじゃ」

　なのにまだ残っていて、こうして使われるのだ。命を救うために生きている魔女にとって、人を殺すための毒が存在することほど腹立たしいことはない。

　ピートは余程悔くやしいのか、血が滲にじむほど唇くちびるを嚙かみしめている。

「ワ、ワシン様、では、殿下は……助けられないのですか？」

　美しい紫色の瞳に、一度でいいから見つめられたかった。それだけでエマの想いは満たされる。まだガイルは生きているのだから、ここで諦あきらめてしまうのはあまりにも悔しい。

「こうしてお世話をしているだけでは、駄目なんですか？　わたしだったら、何年でも殿下のお世話を続けられます」

　エマが必死になって訴うつたえると、ピートは苛いら立だった声で命じた。

「いいかい、エマ。たとえ生き返ったって、殿下は魔女なんか相手にしてはくれないよ。いい加減に頭を冷やしな」

「……」

「胸に恋守りを隠しているのを、わたしが気がつかないとでも思ったのかい？　バカな夢を見ているんじゃないよっ。さっさとマルケシュ王子を呼んでおいで」

「ふぁ、ふぁいっ」

　涙がどっと溢あふれてきて、返事にも詰まってしまった。エプロンで涙を拭ぬぐいながら、エマは走って大門へと向かう。

　ピートに言われなくたって、この恋が叶うなんて思ってもいない。ただガイルが生きていてくれたらいいと願うだけで、何がいけないんだと思わず反発しそうだった。

　泣いたって、誰も慰なぐさめてくれたりはしない。魔女はあまり感情的ではいけないのだ。どんなに努力しても助けられない命はある。そんなときには、落ち込まずいつも冷静でいなければならない。

　泣くのは魔女にとっては恥ずかしいことなのだ。なのにエマの心はまだ幼おさなく純粋で、ピートのように冷静さに徹てつすることはまだまだできない。

　だがピートだって、怒りの感情を完全に抑えることはできていないではないか。自分の非力さに腹が立つのだろうが、怒りの矛ほこ先さきを向けられるエマはたまったものではない。

　大門の向こうにある野営地では、ガイルに忠ちゆう誠せいを誓ちかった騎士たちが、静かに待機している。彼らはとても穏やかな男たちで、これまで迷惑をかけられることもなかった。

　湖に行って鱒ますを釣り、見習い魔女に矢が当たることを恐れて、罠わなを仕掛けて兎うさぎや鳥を狩っていた。

　エマがパンとスープを届けると、何かと話しかけてくれたりする。若い男に対するときは、用心するように言われていたけれど、エマにとって彼らは今や親しい友人だった。

　どうも様子がおかしい。いつもならエマの姿が見えると、殿下の様子はどうかとか、今夜は何のスープかとか、誰かが話しかけてくるのに、皆、急いで甲かつ冑ちゆうを纏まとって、放していた馬を集めている。

「マルケシュ様、どうなさったのです？」

「エマ……兄上の様子はどうだ？」

「そのことで、ワシン様がマルケシュ様を呼んでくるようにと」

「そうか……」

　マルケシュは苦しんでいる。いったい何があったというのだろう。エマは思わずマルケシュの手を取り、安心させるように静かな口調で訊たずねた。

「何かあったのですね……。気をしっかり持って、必要なら騎士の皆さんに、力の湧く薬をお持ちしますから」

「ありがとう、エマ……」

　エマに話したところで、どうにかできるような問題ではないかもしれない。けれど人は悩みを口にすることで心を軽くし、病を遠ざけることができるのだ。

　じっと見つめるエマに、マルケシュは小声で苦しい胸のうちを打ち明けた。

「大公が……我が父と母を城に幽ゆう閉へいし、叛はん乱らんを起こそうとしている」

「えっ、そんな、大変だわ。ただちにお戻りにならないと」

「だが、兄上を捨てていけない」

「殿下は、わたしたちで守ります」

「無理だ。十騎の兵が押し寄せただけで、こんな村は簡単に潰つぶされてしまう。これまではそんなこともなかったのだろうが……」

　そんなことを心配されていたのかと、エマは驚いた。確かにこの豊かな村は、これまで一度も襲われたりしたことがない。人々が敬意を払ってくれていたからだと思っていたが、それだけではないのだろうか。

「ワシン様と村長に相談なさったら？　すぐに行きましょう！」

　エマはマルケシュの手を握り、一緒に治療院に戻ろうとした。すると慌あわただしく帰還の準備をしている騎士たちから、声がかかった。

「エマ、いろいろとありがとう。スープおいしかったよ」

「魔女見習いじゃなかったら、嫁よめになって欲しかったな」

「鱒釣りは楽しかった。教えてくれてありがとう」

「元気でな、エマ。いい魔女になってくれ」

　みんなどうしてしまったのだろう。思わずマルケシュを見ると、悲しげに答えを教えてくれた。

「国が内乱状態になれば、彼らも戦わないといけない。そうなれば死ぬことだってあるんだ。だから素直に、感謝の気持ちを口にしているんだよ」

「そんな……」

「どうやら大公は、私が兄上を殺して、次の王になろうとしていると言いふらしているらしい」

「えっ、ええっ」

「都に戻ったら、大公の兵たちに、捕らえられてしまうかもしれない。そうなったら、無実を証明するのは不可能に近い」

　エマは握っていたマルケシュの手を、さらに強く握ってしまう。

「ひどい噓うそです。すぐに都に戻って、本当のことを知らせないと」

「そうしたいが……まずは兄上をどうするかだ」

　ガイルが死んでしまったら、そんな誤解を解くこともできなくなってしまうだろう。

　エマでさえ、これからのことを考えると頭がぐるぐるしてしまうのだ。マルケシュはもっと大変な思いをしている。なのに平静を装わなければいけないのだ。とても辛いだろうに、愚ぐ痴ちをこぼすでもなく毅き然ぜんとしてマルケシュは歩いていた。

　治療院に戻ると、マルケシュはガイルの元に駆け寄る。そして頰ほお骨ぼねがこけている窶やつれた姿を見て、低く呻うめいた。

「兄上……こんな姿に……。治すと言ったのに、どこもよくなっていないじゃないか。むしろ酷ひどくなっている、どういうことだっ！」

「王子、わたしらとて、手を抜いているわけではない。寝る時間を惜おしんで、治療に専念しておるから、殿下の命はまだ保っているようなものじゃ」

　マルケシュがどんな酷いことを言ったとしても、皆はそれがこの状況だからということをわかっていた。だからいつもならすぐに言葉を返すピートも、黙だまって下を向いている。

「まだ生きているうちに、連れ帰る」

　マルケシュはそのままガイルを抱き上げようとした。

「待ちなさい、まだ完全に希望がなくなったわけじゃありません」

　そこでジータが、マルケシュの手を力強く押さえた。

「どうやらスワンドール国内は、大変なご様子。大公が謀む反ほんを企たくらまれたか？」

「……エマが話したのか？」

　そんなはずはなかったから、慌ててエマは首を横に激しく振った。エマはここに戻ってから、一言も発していないのだ。

「なぜそれを知っているんだ？」

「わたしたちには、守り神がおりますから……」

「守り神？」

「スワンドールの国ができる、遙はるか昔からある王国、そこの女王こそが、この村の本当の支配者です」

　エマにとっても、それは初めて聞く話だった。きっと何年も修業を積んで、上級の魔女と呼ばれるようにならないと教えられないことなのかもしれない。

「そこは……夜の女王と呼ばれる、不死のおかたが治める国です」

「……魔物なのか？」

　そこでエマにも、自分たちが病人を治すというよい行いをしていても、人々と多く交わって暮らすこともなく、魔女と呼ばれていることの意味がわかってきた。

　マルケシュの言ったとおりだ。この村は誰にも襲われることなく、何百年と続いている。それは魔物が治める国だったからなのか。

「殿下をお助けするには、夜の女王に頼るしかもうないでしょう。このまま儚はかなくなられてしまったら、マルケシュ様は困られるはず」

「それは、そうだが、魔物に頼るなんて」

「では殿下の命は、諦めていただきます。こうしてかりそめの命を与えることができるのも、あと、七日が限度でしょう」

「頼るって、どうすればいいのだ」

　そこでジータは、いきなりエマを指差した。

「その娘を、皇太子殿下の妻になさってください」

「何だって？」

　マルケシュがエマを振り返る。そしてピートも含む、そこにいた全員がエマに注目していた。

「えっ、ええっ、な、何で、わたし？」

「そうだよ、エマ。おまえが純真に殿下をお慕したいしているのは知っている。だったら、殿下のためにその命を差し出しなさい」

「……え、ええ、あ、はい、でも、いったい何をどうすればいいんですか？」

　何がなんだかもうわからなくなっていた。なぜ、ガイルの妻にならないといけないのか。もちろんガイルに恋している身としては、妻になれるなら大喜びすべきところだろう。

　だがガイル本人は、そんな話が進んでいることなんてまるで知らない。一方的に決められた婚こん姻いんでは、エマに対して果たして愛情など持てるのだろうか。

　美しいガイルに憧れてはいるけれど、もし妻となったエマを気に入らず、ガイルに酷い言葉などかけられたら、それだけでエマは深く傷ついてしまう。

　初めて恋が、現実のものになった。

　その瞬間、もうエマは逃げられなくなっている。

「今から言うことは他言無用……いいですか、マルケシュ様」

「ああ」

　ジータはマルケシュに顔を寄せ、小声で囁ささやいた。

「夜の女王の血をいただくのです。それを飲めば……殿下は不死に……」

「死なない体になるのか？」

「ただし、夜しか生きられません。そして……生き物の……新鮮な血を飲まないとならないのです」

　マルケシュは思わず剣の柄つかに手を掛けた。魔物の使者であるジータを、斬きろうとしたのだ。

　けれどできなくて、その手はぶるぶる震ふるえている。魔物に魂たましいを売ってでも、マルケシュはガイルを助けたかったのだろう。

「なぜ、エマを妻にするんだ？　秘密を知っているから、兄上を守れるとでも言うのか？」

「血を……提供する者が必要です。幸いエマはここで育ち、ほとんど病やんだこともないほど健康な乙女おとめですから」

　ジータは何を言っているのだ。

　ガイルと婚姻するということは、すなわち餌えさになれということなのか。

　愛があれば、命を差し出すくらいどうということはない。では自分は今、愛を試されているのかとエマは狼狽うろたえた。

「村長、そんなことしたら、エマが死んでしまいます」

　そこでピートが異議を唱となえる。

「心配はない。人の体は、一度に大量の血を失わない限り、大丈夫なものだ。健康なら、すぐにまた新しい血を作れるのは、知っているだろう？」

「けれど、エマもそんな魔物になってしまうのでは？」

「それはない……。選ばれた者しか、永久の命は手に入らない。ですからマルケシュ様、エマを伴い、自ら夜の女王の元を訪ねて、不死の元となる女王の血をいただけるように懇こん願がんするのです」

「エマにそんなことはさせられない。ならばわたしが！」

　ピートがさらに言おうとするのを、ジータは鋭するどい一いち瞥べつで遮さえぎった。

「エマにあって、ピートにないもの。それは殿下への愛だ。何年、玉ぎよく座ざにお座りになるつもりか知らないが、その間、ずっと殿下を支えないといけない。それには愛がなければ、とても勤まらない」

　エマが何度もこっそりとここに足を運び、命じられてもいないのにガイルの体をさすったり、聞こえないとわかっていても話しかけていたのを、ジータは見ていたのだろう。

「いいか、エマ。もう魔女にはなれないが、聖女として殿下に生しよう涯がい仕えるがいい」

　ジータに言われて、エマは黙って頷うなずいた。

「エマを魔物の餌に差し出すなんてっ」

　ピートが苦しげに呻いている。

「ひどいじゃないか、村長。そこまでして、その男を生かさないといけないのは、どんな理由があるんだ。病の前では、皆、平等だって教えているのに、その男にエマの命を奪うだけの価値があるっていうのかっ」

「落ち着け、ピート。エマは食い殺されるわけじゃない。スワンドール王国の女王になるんだ。選ばれた特別な存在になれるのだから、むしろよいではないか」

　ガイルの妻となって、さらにはスワンドール国の女王になる。そういう話らしいが、エマには実感が一つもわかない。

「殿下が国に戻り、いずれは帝位に就つくとなれば、叛乱も治まる。そうすれば、エマ、おまえが世話した騎士たちも死なずに済む。もちろんマルケシュ様も……」

　ジータの言葉は魔法のようだ。エマにもやっとガイルを助けることの重要性がわかってきた。

「お師し匠しよう様、わたし……夜の女王のところに行きます」

「エマ……」

「人の命を助けるのが、魔女の仕事。殿下も人であるのは一緒。だったら助けるのは、当然でしょ？」

　エマの言葉に感動したのか、マルケシュはエマの前で跪ひざまずき、その手を取って唇を押し当ててきた。

「ありがとう、エマ。あなたは勇気ある乙女だ。兄上が目覚めたら、きっとあなたのことを気に入ると思う。自分を犠ぎ牲せいにしてでも、助けてくれようとする崇すう高こうな志こころざしに感謝する」

「そんなに……感謝してくれなくてもいいです。それより、夜の女王のところに急いで向かいましょう。王様たちも助けないといけないんでしょ？」

　エマはマルケシュの手を取り、慌てて立たせた。

「ああ……そうだな。でもどこに行けばいいのかわからない」

　マルケシュはジータに教えてもらいたそうにしている。するとジータは、外を示して言った。

「夜になったら、案内するものが現れるから、今のうちに休んでおくといい。夜の旅になるよ」

　エマとマルケシュは外を見つめた。陽は陰り始め、夕暮れが近づいてきたのはわかる。夜に旅などしたことがないエマは、未経験のことに対する新たな不安を感じていた。











[image: ]






　馬上でマルケシュは、今、自分の前にいる小柄な乙女おとめが、ガイルのために命をも差し出す覚かく悟ごを示したことをいろいろと考えていた。

　生まれて初めて、マルケシュは兄に嫉しつ妬としている。今でこそ、体力的にはマルケシュのほうが優すぐれているが、英知や人望ではとてもガイルに敵かなわない。

　そのことで今更嫉妬しているのではない。

　悲しいことに、マルケシュが好感を抱いたエマの心も、すでにガイルのものになってしまった。本当は自分のものにしたかったのだ。相手が魔女見習いだからと、マルケシュなりに遠えん慮りよしていたのに、ガイルは目覚めた瞬間、エマの夫となるのだ。

　ガイルのことなら、何でもよく知っているつもりだ。多少神経質なところもあるが、優しく思いやりのある兄だった。

　きっとガイルは、エマを気に入る。

　天真爛らん漫まんなエマのことを、気に入らないはずがない。宮中にはあまりいないタイプの乙女だから、余計に新鮮で魅力的に思えるのだ。

　二人は似合いの夫婦になるだろう。

　そこにはもう、マルケシュの付けいる隙すきはない。

「馬はあまり乗ったことがないから、どきどきします。昼間だったら乗馬ももっと楽しいんだろうな」

　エマは恐ろしい場所に行くというのに、明るい声でマルケシュに話しかけてきた。

「あんな恐ろしい狼おおかみを、ジータ様が飼かっていたなんて知りませんでした」

　二人が乗った馬の前を、全身真っ黒な狼が歩いている。その目は闇やみの中でも真っ赤に輝き、どこかこの世のものではない雰ふん囲い気きがあった。

　それもそのはずだ。この黒い狼は、不死の身を持っているという。ただし陽を浴あびると一瞬にして灰はいになってしまうので、夜しか出歩かないそうだ。

　普通の狼と違って、人と同じくらいの知能があると言われた。自分で獲え物ものは狩るが、肉は食べずに血を啜すするだけだという。余程飢うえない限り、人間や馬は襲おそわないと言われたが、マルケシュとしてはそう簡単に安心できなかった。

　狼が賢かしこいのは確かだった。何度も後ろを振り返り、馬に乗った二人を確認して、歩調を合わせて進んでいる。そして馬が通れる道を、必ず選んでくれていた。

「月明かりがあってよかったですね」

「ああ、そうだな」

　エマは吞のん気きに構えているが、マルケシュは落ち着かない。落馬しないように、エマの体を支えるようにして乗っているが、その体から何ともいえないいい香りがしている。

　心の落ち着きをなくさせる香りだ。何か病やまい避よけか魔ま除よけのものなのだろうか。不思議な香りが、マルケシュから落ち着きを奪っている。

　そのせいなのだろうか。ガイルに嫉妬するなんて、マルケシュらしからぬ感情だ。いずれはこの年下のエマのことを、義理姉あねと呼ばねばならないというのに、素直に喜べず心が乱れるばかりだった。

「夜明けまでに辿たどり着けなかったら、穴を掘って、あの袋に入れて狼を眠らせるんでしたよね」

「ああ……そうだ」

　ジータからは、様々な注意をされた。狼は自ら穴を掘るが、できれば助けてやって欲しい。何重にも黒布を重ねて縫ぬわれた袋に入れて、日没まで穴の側そばで見張っているようにと言われた。

　おかしな頼みだと思ったが、陽を浴びたら灰となる身では仕方のないことなのだろう。

　ガイルもこの狼と同じようになってしまうのだろうか。

　夜だけ起きて歩き回り、昼には陽の射さない地下室に置かれた棺ひつぎに入って、ひたすら眠っているようになるのだ。

　そして目覚めたときには、エマの血を吸う。

　マルケシュはそこまで考えて、深くため息をつく。

　エマの師匠の言うとおりだ。ガイルを生かしておく必要が本当にあるのかと、つい疑問に思ってしまう。

　ガイル殺しの汚お名めいを晴らせばいい。マルケシュが王位を継ぐと宣言し、大公を退しりぞければいいのだ。

　そうも思うけれど、やはりガイルを助けることに全力を傾けなかったら、見殺しにしたといつまでも自責の念に苦しめられることになりそうだった。

　王になりたいと思ったことはない。それよりガイルを助けつつ、もう少し自由な身分で人生を楽しみたかった。

　いずれは恋をして、愛した娘を妻に迎える。自由な身だったら、あの家の姫でなければいけないなんて、勝手に婚こん姻いん相手を決められることもないだろう。自由に相手を選べるというのなら、エマであってもよかったはずだ。

　そこまで考えてしまって、マルケシュの胸はますます苦しくなってきた。

「マルケシュ様、眠いのですか？　眠気覚ましの丸薬を差し上げましょうか？」

　自分の考えに浸ひたっていて、ずっと押し黙ったままのマルケシュに気を遣ってか、エマが話しかけてくる。

「いや、かなり来たと思ったが、まだ先なんだろうか」

「お疲れのようですね。狼さーん、ねぇ、狼さんったら、止まって」

　いきなりエマは狼を呼び、その歩みを止めさせてしまった。

「ちょっとお休みしたいんだけど、いいかしら？　馬も、人も疲れてるの」

　狼がちっと舌打ちしたように、マルケシュには見えた。まさかそんなはずはないと思いたいが、何しろ魔物の狼だ。そんなこともやりそうだ。

「小川があります。少し休みましょう。木の実入りのパンは多めに持ってきていますから、お夜食にしましょうね」

「エマ……君は、不安じゃないのか？　今から行くのは、魔物の巣そう窟くつなんだぞ」

「怖くありません。だって、ジータ様から少し聞きましたが、あの村を作ったのは、夜の女王だったんですって。人間を食べたり、襲ったりするような魔物なら、病人を治してあげようなんて思いませんよ」

「わからないぞ。人が減ると、餌に不自由するからと考えたのかもしれない」

「ひどーい、そんなことないですよ」

　怖いものなしなのか、エマはけらけらと笑っている。マルケシュは小川の近くで馬を止め、まず先に下りると、続いてエマを抱かかえて下ろしてやった。

「本当のこと言うと、わたしも少し足が痛かったので、休みたかったんです。馬にずっと乗ってるのって、大変なことだったんですね」

　エマは地に足を着けると、おかしな恰かつ好こうで動きだす。何だか下へ手たくそなダンスのように見えた。

「何をしてるんだ？」

「血の巡めぐりをよくしてるんです。お尻しりもちょっと痛いかな。もしお尻に大きなマメとかできたらどうしよう」

「大丈夫だ。私は五歳から馬に乗ってるが、未いまだにマメなど作ったことはない」

「まあ、そうなんですか。だからお上手なんですね。狼さーん、わたしたち、ちょっとパン食べるから、あなたも狩りに行ってきたらーっ」

　少し離れたところにいる狼に、エマはまるで人間を相手にするかのように話しかけている。狼もエマの言葉の意味がわかるのか、のそのそと森の奥へと姿を消してしまった。

「足を温めたいので、焚たき火びを熾おこしていいですか？」

「ここでか？」

「体を冷やすのは、万病の元なんですよ。男の人より、女の人のほうが、体が冷えやすいそうです」

　エマは暗い中、すぐに枯れ枝を集め始めた。そして器用に火を熾す。

「何でもできるんだな」

「もちろんです。だってわたし、見習いだけど魔女ですもの……。どんなところにいても、怪け我が人にんや病人のお世話ができないと駄目ですから。火はね、悪いものを消してくれるんですよ。待っていてください、今、水を沸かしていい香りの薬草湯を作りますから」

「そんなことはしなくていい。それより先を急がないと」

「でも、そろそろ空が白み始めています。明けの星が、輝きだしました」

　マルケシュは思わず空を見上げる。確かに地上近くにある明けの星は、ぎらぎらと輝きだしていた。

「そうか……案内役の狼は寝る時間か」

　いつの間にか狼は戻っていて、柔やわらかい土を探して掘り始める。マルケシュはその作業を手伝った。

「人間の言葉を話せないのは厄やつ介かいだな。ずっと昔からいる、魔女の村の守り神らしいが」

　狼は応えない。ただひたすら穴を掘っている。もしかしたら夜明けが近いというのに、二人のためにかなり無理をしてくれたのかもしれない。

　エマは袋を程よく掘られた土の中に広げた。そこにもそもそと狼は身を横たえる。狼は二人を信頼していいのか確かめるように、じっと赤い目で見つめている。

「おやすみなさい、狼さん。ジータ様から、名前を聞いてくるのを忘れてしまったから、狼さんとしか呼べないの。ごめんね」

　手を伸ばして、エマは狼を撫なでる。誇ほこり高き魔物の狼は、そんな犬扱いを不満には思わないのだろうか。

　思わなかったらしい。さらにエマがぎゅっと抱きしめても、狼は嫌がる素振りを見せなかった。それどころか笑ったようにマルケシュには見えたのだ。

　袋の口に通された紐ひもを軽く縛しばり、その上から軽く土を被かぶせる。最後に枯れ葉や枯れ枝を乗せて、自然な感じで隠した。

「不ふ謹きん慎しんかもしれませんが……こんな旅は初めてなので、わくわくしてしまいます」

　狼を隠し終えたと同時に、最初の朝陽がエマの顔を赤く染めた。エマは目を細めて、じっと陽を見つめながら呟く。

「朝陽が綺き麗れい……雲も、赤く染まって、風も穏おだやかだけど……気持ちよく吹いていて……」

「……」

　夜明けにすら素直に感動するエマを見つめながら、マルケシュは悲しくなる。

　エマはなぜ、一言も話していないガイルに惹ひかれてしまうのだろう。美しい病人は、それだけで特別な存在になるのだろうか。

　マルケシュはこうしていつもエマの側にいる。たくさんいろいろなことを話し、お互いに少しずつでも理解し合えているのに、それでもエマは命を懸かけてガイルを助け、妻にまでなろうとするのだ。

「火が熾りました。お夜食のつもりが、朝ご飯になっちゃいましたね。パンは少し焙あぶって食べるとおいしいですよ」

　エマは甲か斐い甲が斐いしく、朝食の支し度たくに取りかかる。王族であるマルケシュは、子供の頃から城では侍じ従じゆうに世話をされて食事をするのが普通だった。それが大きくなって狩りに行くようになり、初めて野外で火を熾し、捕れた獲物を焼いて食べることを知ったのだ。

　だが獲物を捌さばくのは、常に誰かがやってくれる。マルケシュがナイフで兎うさぎを切り分けたりすることはない。

「マルケシュ様、村で作った乾燥鶏とり肉にくです。よく嚙かんで食べてくださいね。リンゴは少し酸すっぱいから、半分ずつにしましょ」

　大きな麻袋の中から、エマは次々と物を取り出す。銅製のコップに、小さな鍋で沸かした薬草湯を入れてくれた。そして干した鶏肉と、木の実がたっぷり入った、堅いパンを差し出してくる。

「魔女たちは、いつもどんなものを食べてるんだ？」

「朝は麦のお粥かゆです。薬草がたっぷり入っていて、おいしいですよ。昼はパンだけ。夜は肉か魚の料理と、スープにパンだけど……わたし、魚釣るの上う手まいんですよ。鱒ます、香草で焼くとおいしいんですよねぇ」

　パンはこの一週間ずっと貰もらっていたが、どれも素そ朴ぼくな味でおいしかった。今日のパンは、いつものより甘みがあって、さらにおいしく感じられる。

　マルケシュは旨うまみを嚙みしめながら、エプロンの上にパンを置いて食べるエマの様子を見ていた。

「山や羊ぎと牛の乳を固めて作る、固乳っていうのがあるんですけど、貴重品だから滅めつ多たに食べられないんです。体が弱った病人に食べさせるのが最優先ですから。たまに、もう日持ちがしなさそうだってなると、食事に出るんですけど……おいしいんですよねぇ」

　うっとりとした顔で言いながら、エマは薬草湯を啜すする。マルケシュも口にしてみたら、爽さわやかな飲み心地ごこちのうえに、体がほかほかと温まっていい感じだった。

「これはおいしいな」

「でしょ。村に来た人たちは、みんな食べ物がおいしいって言ってくれます」

「だが不思議に思うことがある。作った物を売ったりしているが、たいして儲もうけにはならないだろ？　治療費をほとんど取らないのに、どうやってあの村は維持できているんだ？　病人に食事を与えるだけでも、大変な出費じゃないか」

「そうなんですか？」

　いろいろなことを知っているエマだが、どうやら金銭感覚だけは普通と違うらしい。

「そうだよ。魔女たちだって大勢いるだろ？　みんながそうやって毎日食べるんだ。作っただけで足りているのか？　麦だって、足りなければ他から買うことになるんだ。その金は、どうやって工く面めんしてる？」

「……知りません」

「その様子じゃ、本当だろうな」

「そうか……もしかしたら夜の女王が足りない分、出してくれているのかもしれませんね」

　マルケシュはそこで炎ほのおに目を向けた。

　スワンドールが国となる以前、まだ小国だった頃よりも遙かな昔から、その夜の王国はあったのだという。ジータが教えてくれなかったら、マルケシュはそんな魔物の国があることなど、知ることはなかっただろう。

　わからないことだらけだ。人よりも優すぐれた力があるなら、なぜ彼らは地上の王として君くん臨りんしないのか。陽を浴びたら消えてしまうから、それなりに遠慮をしているのだろうか。

　人間に対して、敬意を払ってくれているのだとしたら、素晴らしいことだと思うが、魔物の思考法ばかりはわからない。

「わたし、そんなこと一度も考えたことがありませんでした。よくよく考えてみたらおかしいですよね。普通の人たちは、国王に税金を払って守ってもらっているんでしょ？　わたしたちは、誰にもそんなものは払わず、どんな国の人たちも受け入れてますから、誰が納めているのかなんて考えたこともありませんでした」

　むしろ心根の悪い王なら、あの村を支配して欲しくなかっただろう。欲深なら高額な治療費を取るように仕向け、税金を払わせることを考える。またはそのまま王の直ちよつ轄かつとして支配し、これまで受け継がれていたものを、独占しようと考えるようになるだろう。

「今日もいい天気になりそうですね。一番暖かい時間にお昼寝して、それ以外はこの小川で釣りでもしましょうか」

　腕を思い切り上げて伸びをしながら、エマは吞気なことを言っている。

「そんな吞気なことを言っていていいのか？」

「だって、もう何をどうすることもできませんもの。わたしたちが戻るまで、お師匠様はきっと殿下を生かしておいてくださいます。わたしたちにできることは、元気に旅を続け、一日も早く戻ることでしょ？」

「それはそうだが……」

「気落ちしないように、楽しいことをするんです。魚が釣れたら食べられるんだし、こんないいことはありませんよ。そうでしょ？」

　何と前向きな考え方だろう。マルケシュは頷うなずき、自分も元気が出るように、思い切って笑ってみた。

「あらっ、いい笑顔。マルケシュ様、そんなお顔、すごくいいです。何でいつも、こう、眉まゆ毛げの間に皺しわ寄せて、難しそうな顔ばっかりしてらっしゃるんですか？　いつもそういう、いい笑顔でいればいいのに」

「……そうだな。そうしようか」
















　エマといると、沈みがちな気持ちも浮き立った。楽しい娘だ。眠りから覚めたガイルのことも、きっとたくさん笑わせてくれるに違いない。

「国王陛下は、きっと大丈夫ですよ。だっていい王様を傷つけたりしたら、自分が憎にくまれてしまいますもの。国中の貴族や民を敵に回すなんて、大公様もそこまで愚おろかじゃないでしょう」

「だといいのだが……」

　両親のことは、マルケシュもまだ楽観している。

　ガイルがマルケシュによって殺されたと、大公が勝手に演出してしまった。大公は次に罪深い息子を育てた責任をとれと、王に迫るつもりなのだ。そして大公の息子に王位を譲じよう位いさせ、自分は摂せつ政しようにでもなって、陰で政治に介入するつもりなのだろう。

　正式に譲位するまで、両親は生かされている。貴族院も愚かではない。そう簡単に大公の言いなりにはならないはずだ。

　まだ時間があると思っていても、ガイルが死んでしまっては何にもならない。やはりマルケシュは、エマのようにのんびりとはしていられなかった。

「我々も少し眠ろう。火の番をしているから、先に眠るといい」

「いいんですか？　それじゃ、休みます」

　エマは毛布を広げてくるまると、倒とう木ぼくに寄りかかるようにして眠り始めた。騎士や兵は、野営でも平気で眠るが、マルケシュはこんなに自然に戸外で眠れる娘を見たのは初めてだ。

　マルケシュを信頼しているからだろう、何の心配もなさそうにもう熟じゆく睡すいしている。

　時折枯れ枝を継ぎ足し、焚き火の番をしているうちに、辺りはすっかり明るくなってきた。毛布にくるまり、マルケシュも日ひ溜だまりでうつらうつらする。夜と違い、獣けものに襲われる心配も少ないから安心して眠れた。

　どれくらい眠ったのだろう。マルケシュはいきなり肩を揺すられた。

「んっ？」

　目を開けると、すぐ側にエマの色違いの瞳があって、マルケシュは狼狽うろたえる。

「な、何だ、どうしたんだ？」

「たくさんの馬の足音がします。嫌な感じがするんですけど、すぐに馬を隠したほうがよくないですか？」

「追っ手か」

　すぐにマルケシュは、近くの木に繫つないでいた馬の背に荷物を積んで、道から外れた森の奥へと姿を隠す。やっと馬の姿が隠れたと思ったら、十騎を超える騎乗兵がやってきた。

「待て！　焚き火の匂いがするぞ」

　一人が気がついてしまった。そのまま馬を止めて、焚き火の跡あとを見ていたが、ついには馬から下りて燃えかすに手を触れていた。

「まだ微かすかに温かい。夜明けにここを出たなら、そんなに遠くまで行けないはずだ。急げばすぐに追いつく」

　再び馬に飛び乗った男は、仲間と共に勢いよく走り去った。まさか昼に眠り、夜に進んでいるとは思わなかったようだが、そのおかげで救われた。

　寄り添って木陰から様子を見ていた二人は、ほっとして顔を見合わせる。

「いつも眉み間けんに皺が寄っている理由がわかっただろ？　大公は自分の息子を王位に就つけるために、兄上と私を亡き者にするつもりなんだ」

「お気持ちはわかりますが、こういうところは曇くもらせておくといけないんですって」

　何を思ったのか、エマはマルケシュの眉間を軽く指先でこすってきた。するとほんのりと温まっていくような気がしてくるから不思議だ。

「なっ、何だ、それは？」

「じっとして、すぐにすっきりしますからね」

　エマに触られていると思うと、すっきりする前に落ち着きがなくなってしまう。マルケシュは目を閉じ、すぐ近くにあるエマの顔を見ないようにした。だが姿は見えなくても、あの妖あやしい香りが、そこにエマがいることをわからせてしまうので、どうすることもできない。

「お、おかしなことするなっ」

　マルケシュは思わずエマを突き飛ばしてしまった。するとエマは体を揺らして尻しり餅もちをついてしまう。

「すまない、大丈夫か」

　慌あわててエマの手を引いて立たせると、そのままマルケシュはエマを抱きしめてしまった。

　何でそんなことをしたのかわからない。どうすることもできない気持ちの高まりが、思わぬ行動に出させてしまったのだ。

「エマ、私は、君のことが……」

　ガイルの婚約者だ。マルケシュもそれを認めた。なのにどうしても今は自分の気持ちを隠すことができなくなっていた。

「ま、待って、マルケシュ様。違うの、違うのよ」

　エマは慌ててマルケシュの体を押し戻すと、胸元に手を入れて綺麗な布の袋を取り出した。

「こんなに効き目があるなんて知らなかった。マルケシュ様、これはね、魔女の恋守りなの。これを身につけていると、側にいる男の人はおかしな気持ちになってしまうのよ」

「……え……」

「殿下が目を覚ましたときに、効いたらいいななんて勝手に思って、身につけていたの。ごめんなさい、おかしな気持ちになったのは、これのせいよ」

　そのままエマは走りだし、流れる小川の側まで行くと恋守りを投げ捨ててしまった。

「すごい効き目。わたし、自信持っていいかな」

　照れたようにエマは言っているが、その目はうっすらと赤くなっている。泣きたいのかもしれないと気付いたマルケシュは、とても悲しい気持ちになってしまった。

　やはりエマはガイルが好きなのだ。眠ったままのガイル、今はここにいないガイル、なのにエマはガイルのことだけを考えている。

　恋守りの効能は切れたのに、マルケシュの思いは消えない。落ち着きを取り戻すことはできたが、だからといってエマをその腕に抱いていたい気持ちに変わりはなかった。

「まだ少し匂うかもしれないから、わたし、離れてますね。そうだ、魚釣りに行ってこよう。獲物、楽しみにしていてくださいね」

　そのままエマは、川上に向かって飛ぶように去ってしまった。

　マルケシュは力なく座り込み、さっきまでエマにこすってもらっていた額ひたいに指を触れる。

　疲れは取れているようだ。物がはっきりと見えていたし、首筋の重い感じも消えていた。気分はいいはずなのに、心が晴れやかでないせいで、相変わらず眉間に皺が寄っていた。











[image: ]






　日が暮れると、エマはマルケシュと協力して狼おおかみを掘ほり出した。いかにも狼らしく伸のびをしているが、その様子はやはりどこかこの世のものとは違う。

「狼さん、お腹なかが空すいているなら、食事をしてきていいわよ。わたしたち、先に行ってるから。この道を真まっ直すぐいけばいいんでしょ？」

　エマの問いかけに狼は頷うなずくと、地面につま先で何かを書き表す。それはどう見ても『アルフ』と読めた。

「アルフ？　あなたの名前？」

　そうだと言うように狼は頷く。

「いつもは治療院に隠れてるの？」

　またもやアルフは頷くと、地面にすらすらと文字を書く。

『危険、伝令』と読めて、今度はエマが頷いた。

「そうか、村に危険があると、夜の女王に知らせに行くのね？」

　そこでアルフは、自分の話は終わったというように、ひらりと身を翻ひるがえして、森の中に姿を隠してしまった。

　マルケシュは馬の背に荷物を括くくりつけて、出発の支し度たくをしている。また一緒に馬に乗っていかなければならないが、エマはいつもの何倍もマルケシュのことを意識していた。

　恋守りをつけたままだったのがいけない。よく効きますよ、などと言って売っていたけれど、まさかあんなに効くものだとは知らなかった。

　いつもは冷静なマルケシュさえ、おかしな行動に出るのだ。普通の若者だったら、ひとたまりもないだろう。

　本当は好きでもないのに、ふらふらと吸い寄せられてしまったことで、マルケシュは恥はずかしい思いをしているはずだ。マルケシュにはすまないと思うが、逆にエマのほうは、マルケシュに抱きしめられてどきどきしていた。

　妻となってガイルを助けると宣言したのに、何ということだろう。あんなにガイルのことを思っていたのに、ちょっと抱きしめられたくらいで、ぼうっとなるなんてどうかしている。

　エマは何とか以前のように普通に接したいと思ったけれど、マルケシュを見ていると勝手に心臓が激しく鼓こ動どうを打ちだすのだった。

「気を付けないとな。追っ手がすでに先に行っている。どんなに追っても姿が見えないから、やつらもそろそろ気が付いた頃だ。どこかで待ち伏せしているかもしれない」

「そんなときはどうしましょう？」

「……戦って、切り抜けるしかないな」

　マルケシュ一人なら、どうにか逃げ切れるかもしれない。そう思ったエマは、自ら提案した。

「もし見つかりそうになったら、わたしは馬から下りて、アルフと一緒に走って逃げます。マルケシュ様は、思い切り馬を飛ばして逃げてください」

「何を言ってる？」

「馬も、身軽なほうが速く走れますから。それにアルフがいれば、もしはぐれてもすぐにマルケシュ様を見つけてくれると思います」

「そんなことはしなくていい。私が、エマを守るから……」

　怒ったようにマルケシュは言う。恥ずかしい思いをさせられただけでなく、男として自分が守らねばとの気負いもあるのだろう。

「まだ遠いのだろうか。馬を飛ばして行こう」

　馬に乗ったマルケシュは、エマに手を差し伸べる。馬上に引き上げられ、いつものように抱かかえられるようにして乗ったけれど、エマは落ち着かない。

「鞍くらにしっかり摑つかまってろ」

　静かな夜の道を、馬は走りだした。空には欠けた月と、無数の星が煌きらめいている。眠るのが普通なのに、この時間だけ生きているものがいるのだ。彼らはエマが陽の光を楽しむように、この夜空を見て楽しんでいるのだろうか。

　しばらく走ると、前方に真っ黒なものがいきなりわいてきた。アルフが追いついたようだ。夜の森で獲え物ものを捕らえ、たっぷりと食べてきたのだろう。いや、アルフの場合は、たっぷり吸ったと言うべきか。

　かなり走ったところで、アルフはいきなり道の脇わきに入るように指示した。

「森の中だ……馬では無理だろう」

　木々の枝が下がっていて、馬ではもう行けない。仕方なく二人は馬を下り、手た綱づなを引いてアルフの後を追う。

「あっ、誰だれかが焚たき火びをしています」

　エマの嗅きゆう覚かくは、普通の人に比べて鋭するどい。聴ちよう力りよくも視し力りよくも、かなりよかった。

「追っ手か……」

　どうやらアルフは、追っ手の存在に気がついて、わざと脇道を行かせようとしてくれたのだ。

　彼らは森を焼くような勢いで、派は手でに木を燃やしている。やはり彼らも、夜は不安なのだ。

　気付かれないように、上う手まくその横をすり抜けないといけない。けれど森の木はますます多くなり、馬を連れて静かに歩くのは難しくなってきた。

　追っ手もぬかりはない。ここだったら、森に逃げ込めないと思って、わざと野営地に選んだのだろう。

「アルフ、もう無理よ。馬が通れないわ」

　馬をこんなところに置いていくことはできない。すべての狼が、アルフのように聞き分けがいいということはないのだ。あっという間に、狼の集団に襲おそわれてしまう。しかも逃がしたところで、城の厩きゆう舎しやで飼かわれていた馬だから、簡単に住すみ処かに戻るということもできないのだ。

「道に戻って、一気に駆かけ抜けるか。今ならやつらも、すぐには追ってこられないだろう」

　マルケシュの言葉に、アルフはチッと舌打ちしたように見えた。馬なんてものに乗らないといけない、おまえらのせいで迷惑だとでも言いたかったのだろうか。

　そこでアルフは、空に向かって大きな遠とお吠ぼえを上げた。すると馬が怯おびえて、派手に枯かれ木きをバリバリと踏みつぶす。

　炎ほのおを取り囲んでいた一団が、それに気がついてこちらを注目してきた。

「エマ、私の側を離れるな」

　マルケシュは剣に手を添えた。助けたくても、エマにはもうどうすることもできない。

「誰かいるのか？」

　追っ手の一人が、燃えている木を松たい明まつ代わりに、こちらに向かって近づいてこようとしていた。

　剣や弓を手にした男たちが大勢いる。彼らの顔は、まるで魔物のように殺気立っていた。

　エマはマルケシュと共にやってきた騎士たち以外に、武装した男たちなど見たことがない。悪意を持って、自分たちを狙ねらう相手と対たい峙じするのも初めてだった。

　怖いけれど、マルケシュとアルフがいる。きっと大丈夫だと思っていたが、熊くま避よけの唐とう辛がら子し粉が入った小袋を、いつも持ち歩いている布袋の中から探していた。

　追っ手は燃える木を振り回しながら、少しずつ近づいてきている。マルケシュはついに剣を鞘さやから抜き取り、構かまえながら身を潜ひそめていた。

　たとえ敵だとしても、マルケシュが人を斬きるところなんて見たくない。エマはどうかあの男が、自分たちに気がつきませんようにと、ひたすら祈った。

　その時、ついに馬が暴れだした。マルケシュは慌あわてて馬を押さえたが遅かった。暴れるには、それだけの理由があったのだ。

　森の中に、無数の赤いものがちらついている。それが何かは、低く唸うなる声ですぐにわかった。

　狼の群れだ。

　アルフはエマに近づき、袖そで口ぐちを咥くわえるとすぐに馬の側に引っ張っていった。どうやら狼の群れが追っ手を襲っている間に、この場を逃げ切れということらしい。

「マルケシュ様、早く、馬に」

「ああ、急ごう」

　馬を道に戻そうとしたら、いきなり目の前に剣を構えた男が立ち塞ふさがった。まさかこんなところに潜んでいたとは知らず、男も内心驚いているようだ。

「いたぞーっ、いたーっ」

　そうやって叫ぶしか、男にもしようがなかったのだろう。

　けれど仲間たちは、狼を追い払うのに忙しくて、すぐ加勢にやってくることはなかった。そこで男は剣を振り下ろし、マルケシュを狙おうとした。だがマルケシュは、巧たくみに剣で攻撃をかわした。

「エマッ、飛び乗れ」

　平地に出たところで、マルケシュは命じる。エマは初めて誰の力を借りることもなく、高い馬の背に飛び乗っていた。

　狼の攻撃を避けながら、別の男がマルケシュに近づいている。その手には弓が握にぎられていた。

　エマは思わず手綱を引き、その男の近くまで馬を進める。そしてその頭上に、唐辛子粉をぶちまけていた。

「うっ、うわーっ、何だ、これはっ」

　思わぬエマの攻撃に、男は叫び、顔を手で覆おおって転げ回る。

「目に入ると痛いのよ……何しろ熊用なんだもの、気の毒だったわ……」

　まだマルケシュは剣で戦っていたが、気合いが勝ったのだろう。ついに相手の剣を、払い落としていた。そこにエマが馬を近づけると、マルケシュは身軽に飛び乗ってくる。

「いつから、馬に乗れるようになったんだ？」

　急いで走らせながらも、マルケシュは不思議そうに訊きいてくる。

「わ、わからない。一緒に、乗ってる間に覚えたみたい」

「生まれて初めてにしては、たいしたものだ」

　背後から、馬の足音が聞こえてきた。どうやら二人、狼の攻撃をかわしたやつがいたらしい。二人乗りをしているから、馬もそんなに早くは走れない。すぐに追いつかれてしまうのは明らかだった。

「マルケシュ王子、諦あきらめろ。大人しく投降すれば、その女は逃がしてやるっ」

　すぐ近くで声がした。するとマルケシュは、負けじと大声を張り上げた。

「大公の騎士か？　いつから暗殺集団に成り下がった。恥はじを知れっ！」

「うるさいっ、本来ならザルマン王朝が、王位を担になうべきなのだ」

　エマはその言葉を聞いて考える。当初、三つの小国だったスワンドールでは、未いまだに誰が君主となるかで揉もめているようだ。

　国が円えん滑かつにいくようにと、三国それぞれの王子や王女が婚こん姻いんして、新しい王家を作り上げたというのに、それでもまだ自分が王であるべきだと主張したがる人間がいる。

　大公もその一人なのだろう。

「おまえらのような軟なん弱じやく者ものに、国は任せられない」

　男の手にした剣が、もう少しでマルケシュの背に届きそうだった。すると黒い毛を靡なびかせて、前方に回り込んだアルフが、男の体に飛びかかって落馬させた。

「アルフッ！　気をつけて！」

　叫ぶエマのすぐ横に、もう一人の男が右側から剣を出していた。鋭えい利りな剣の切っ先が、すぐ目の前に迫せまってきている。マルケシュが急いで相手と剣を交まじえたが、エマを守りながらの馬上では不安定で、どうしても追い払うことができない。

　その時、前方から新たな騎士がやってきた。

　真っ黒な馬に乗り、黒いマントを靡なびかせている。その髪は白銀で、かなり大柄な騎士だった。

　ああ、もう駄目だと思ったとき、黒い騎士は叫んだ。

「マルケシュ王子、お助けする」

　騎士は素早く敵の前に回り、その動きを封じた。

「真っ直ぐ行け。その先で道が二つにわかれる。右に進むのだ」

　不思議な声だった。近くにいるわけでもないのに、声ははっきりと二人の耳に届いたのだ。ここは謎なぞの騎士を信じるしかないだろう。マルケシュは迷わずに馬を走らせ、言われたとおりに右にある道を進んだ。

「ここは……何かしら？」

　これまでの森の中とは、明らかに様子が違っていた。霧きりに包まれた森の奥から、微かすかに薔ば薇らの香りが流れてくる。

「こんな森の奥なのに、薔薇の香りがするなんて」

「どこかの庭園のようだな」

　足下の道は真っ平らで、土が綺き麗れいに固められていた。霧のせいで何の木かまではよく見えないが、それでも近くにある木々が剪せん定ていされていて、等間隔で植えられているのがわかる。

　さらに真っ直ぐ行くと、やっと灯あかりが見えてきた。灯りに向かって進んでいくと、ついに篝かがり火びに照らし出された城の全容を見ることができた。

「お城？　マルケシュ様、こういうのをお城っていうのでしょ？」

「ああ、そうだが、濠ほりがない……この程度の城なら、敵の来襲に備えて濠を掘ったりするものなのだが、敵の来襲を想定していないんだな」

　独特の形をした城は、どうやら古い時代のもののようだ。窓がほとんどなく、城というより要よう塞さいか獄ごく舎しやのように見える。見事な薔薇園が周囲を取り囲んでいて、そのせいで受ける印象は和やわらいだ。

「こんなところに城があるなんて、聞いたことがない」

　マルケシュはまだ警けい戒かいしていて、剣を手にして周囲を窺うかがっている。

　薔薇の甘い香りの中、微かに血の臭いがした。エマは恐る恐る背後を振り返る。するとアルフを伴ともなって、あの黒馬に乗った騎士がやってくるところだった。

「マルケシュ様、あの方が……」

　すぐに馬を止めて、マルケシュも背後を振り向いた。銀髪の騎士はすぐに二人に追いついたが、その体から血の臭いがしていた。

「マルケシュ王子……ここがイパネラ女王の城だ。私はヘイゼン」

「助けていただいて、感謝しております。貴殿も……その……」

「朝食を共にすることはない。残念だな」

　ヘイゼンが城の正面に回ると、鉄製の重たい扉とびらが中から開かれる。するとヘイゼンは馬を下りて、二人にも中に入るように促うながした。

　内部の床は、見事に削けずられ磨みがかれた御み影かげ石いしだった。冷たい床に、そのまま自分たちの姿が映りそうだ。エマは何度も下を見て確かめていたが、そのうち今度は天てん井じように目を向ける。

　高い天井には何もない。人が一人通れるくらいの明かり取りの窓が、壁のもっとも高い位置に一つあるだけだ。

「我々が来ることを、ご存じだったのですか？」

　足早に歩くヘイゼンに、マルケシュは思わず訊いていた。

「ああ、気を集中すれば、近くの人間の声なら聞こえる。アルフが呼んでくれたので、余計に早く気がついた」

　エマも聴力がいいが、ここからさっき襲われた場所での声を聞くなんて無理だった。どうやったらそんなことができるのだと訊きそうになって、エマは慌てて声を吞み込む。

　彼らは人のように見えるけれど、魔物なのだ。

「ここが、接見の間だ」

　見事な一枚板で作られた扉が開かれると、蠟ろう燭そくが何本も灯ともされた部屋だった。ゆらゆらと揺らめく炎は、天井に幻想的な影絵を描き出している。

「そうね、人のように見えるだけかもしれないわね」

　玉ぎよく座ざなのだろうか。一段高いところに置かれた、木製の大きな椅い子すに座った女性がいきなり呟つぶやく。

　やはりこれは人ではない。

　人はこんなに美しいものにはなれないだろう。

　そう思ってエマは、無ぶ遠えん慮りよにその女性を見つめる。

「私がイパネラよ。夜の女王とも呼ばれているわ」

　マルケシュはそこで、王族に対する礼として、片かた膝ひざをついて礼をする。エマも慌てて、マルケシュを真ま似ねして座り込んだ。

「ガイル殿下はお気の毒ね」

　まだ何も話していない。なのにイパネラは、すでにすべての事情を知っているようだ。

「生き返らせるために、夜の住人にするつもりなのね？」

「は、はい。聡そう明めいな女王陛下にあらせられましては、すでにすべての事情をご存じのことと思われます。ここにいる魔女見習いのエマを、殿下の妻として……その身を守るつもりでおりますので」

　マルケシュはすらすらと挨あい拶さつしているが、もう何も話さなくても、彼らは簡単に人の心を読むのだと気がついているだろう。

　だから噓うそはつけない。

　魔物を騙だますなんてことは、普通の人間にはできないことなのだ。

「魔女見習いの血を、殿下に与えるつもりなの？　確かに清せい浄じような乙女おとめね。心にも体にも汚けがれがない。健康で、美しく、慈じ悲ひ深い」

　イパネラの声は、天上から降り注そそぐようだ。とても心地ここちいい、素晴らしい声をしている。

　肌はだは真っ白で、金色の見事な髪と、晴天の空のような真っ青な瞳だった。今し方、血を吸ったのかもしれない。そう思わせるほど唇くちびるは赤く、艶つや々つやと輝いている。

「人間の勝手な申し出と思われるでしょうが、どうかご慈悲を……。兄は、王となるべき男なのです。見けん識しきも深く、何より領民のことを考えています。父は高齢のため、一日も早い譲じよう位いを願っていたのですが」

「そうね、いい王になると思っているのは、あなたたちの思い込みかもしれない。もしかしたら大公の息子、愚おろか者もののビルドのほうが、よい治ち世せいをするかもしれないわ」

　イパネラは退たい屈くつしているように見える。着ている紫色のドレスには、微かすかに見覚えがあった。村で作られた絹地を、花の染料で染めていた。滅めつ多たに見られない綺麗な紫だったので、忘れられなかったのだ。

「あっ……そのドレス」

　エマが思わず口に出してしまうと、イパネラは途端に機き嫌げんのよい雰ふん囲い気きになっていた。

「そうよ、エマ。あなたの摘つんだ花が、このドレスを美しい色にしてくれているの。けれど悲しいわ。気に入ったドレスがあっても、私の体はドレスより長持ちしてしまうから、すぐに新しいものを作らないといけないの」

　エマには優しい声をかけてくれるのに、マルケシュに向けると途端にイパネラの声は厳しくなった。

「私たちは、人の生死には介かい入にゆうしないのよ。死にたくないという理由で、夜の住人になろうと思われたら、この世界は夜の住人だらけになってしまう。それではお互いに困るでしょ」

「はい、それはよくわかっております。ですが、毒殺なんて卑ひ劣れつな手で、兄を失うことになるのは耐えきれません」

「マルケシュ王子、あなたが王位に就つけばいいのだわ。どうしてそうしないの？」

　イパネラの言うとおりだ。なぜマルケシュは、そんなにも兄を王位に就けたいのだろう。それはエマも思っていることだった。

「それは無理です。私が兄を殺したことにされていますし……それに、幼おさない頃から父に、王となった兄を支えるように命じられておりましたから」

「命令でがんじがらめね。父親の命令だから、言いなりになるということ？　あなたは愛する乙女を生いけ贄にえに捧げても、何とも思わないのかしら」

　なぜイパネラは怒っているのかが、少しだがわかったような気がした。けれどイパネラは誤解している。

　心が読めるふうに見せているけれど、そんなのは噓だ。なぜならマルケシュは、エマのことを愛していたりしないのだから。

「それを最初に言いだしたのはジータだったわ。だけどあなたは、そこで嬉き々きとして従ったのよね。私が大切に育てている魔女を、あなたの兄に差し出せば、生き返らせることができると思って。だけど今は後悔しているのではなくて？　あなたはこの可か哀わい相そうな魔女を、もっと不幸にしたいの？」

「夜の女王……それは」

　マルケシュも慌てていた。まさかそんなことを、いきなりイパネラが言いだすとは思わなかったのだろう。そこでエマが、慌てて言い添えた。

「女王陛下、それは誤解です。わたしは、自分で志願してきたのですから」

「いいのよ、エマ。魔女たちは、人の役に立つように育てられるから、あなたは何も考えずに犠ぎ牲せいになることを考えたのよ。そうね……少しの誤解もあったわ。眠れる王子は魅力的で、もしかしたらこれは恋なのかもしれないと思ったのね。けれどもう気がついたでしょ。話したこともない王子と、自分を見失い、誰かの支えを必要としている王子。どちらが……」

「女王陛下、それは、そのっ、あのっ」

　慌てて否定しようとしても、イパネラに笑われただけだった。イパネラには隠し事なんてやはりできないのだ。エマがどんなに否定しようと思っても、心の奥底まで読まれてしまう。

「夜明けまでそんなに時間がないわ。結論から先に言いましょう。ガイル殿下を、夜の住人にするつもりはないわ」

「それは……兄を助けられないということですか？」

「いいえ、急がないのよ、マルケシュ王子。助けないとは言っていないわ。あなたはいつも一生懸命なのね。だけど正しく評価されているとは言い難がたい。いいこともあったわ。あなたはこの困難で、ガイル殿下を憎にくむことを防げたから」

　イパネラの言葉は謎めいている。けれどいつか思い出して、その意味に気付かされることがあるのだろう。

　マルケシュも今度は黙だまって聞いていた。

「何事もなくガイル殿下が王位に就いたら、あなたは一生、偉い大だいな兄の陰となって生きるだけ。けれどこれでわかったでしょ？　ガイル殿下だって、決して偉大な男ではないのよ。死の不安から逃れるために、酒を飲んだりしたのは、あるいは暗殺されるのを望んでいたからかも」

「女王陛下、それは、違いますっ。そんなことはありえないっ」

「聞きなさい、マルケシュ。偉大な男でいなければいけないガイルも、実はとても辛つらかった。あなたのほうがずっと王に相応ふさわしいと、ガイルも思っていたのよ。だったらいっそ自分が、殺されてしまえばいい、罪を犯おかした大公を、マルケシュが告発すればもう敵はいなくなる」

　エマはそっとマルケシュの顔を盗み見る。こんなふうに言われて、どう思っているのか知りたかったからだ。

　マルケシュはひどく真ま面じ目めな顔をしていた。心に何か思うところがあったのだろう。

　それにしてもイパネラは不思議な存在だ。初めて会ったのに、そんな気がしない。魔物というよりも、むしろエマには神に思える。

「エマ、どうして魔女は、男に恋したら魔女の資格を失うかわかって？」

　いきなり質問されて、エマは戸惑った。

「わかりません……」

「女は愚かだから、恋のためにせっかく積み重ねてきた白魔術の秘法を、簡単に恋人に与えてしまうからよ。そうしているうちに誰もが療法師を志こころざして、大切な薬草や虫たちが死に絶えてしまうわ」

　それはよくわかったが、エマはこのまま魔女でいたい気持ちも消せなかった。ガイルが夜の住人にならないなら、エマはもう自由だ。また村に帰ってもいいのだ。

　ガイルが別の方法で救われるというなら、マルケシュとは何の関係もなくなる。

　そうだ、マルケシュは城に帰り、自分にもっとも相応しい世界で生きるのだ。そこにエマの居場所なんてものはない。

　だからマルケシュは、たとえエマに惹ひかれていたとしても、何も言ってはくれないのだ。

　魔女に恋する愚か者はいない。わざわざ毒虫や毒草集めをしている娘を選ばなくたって、美しい貴族の姫君がマルケシュに選ばれるために、その美しさに磨きをかけているだろう。

「エマ、私が魔女たちを養成しているのは、夜の住人の命の糧かてである、血を提供してくれる人間に、敬意を払っているからなのよ。節度ある夜の住人だったら、人間を殺してしまうほどの血は奪わない。私たちは、上手く共存していくべきなの」

「はい……それはわかります」

　だからイパネラは、私費を投じて魔女の村を維い持じし、人間たちに恩返しをしているのだ。それはいつ始まったことなのだろう。魔女見習いのエマは、まだ知らない。

「私たちは不死だけれど、夜しか生きられない。人の姿をしているけれど、人ではない。こんな面倒なものになるより、もっと上手い方法があるわ。狼の一族の血を貰もらいなさい」

「……」

　エマの脳のう裏りで、アルフが派手に遠吠えを上げている。まさかアルフには、同じように人間並みの能力がある仲間が、大勢いるのだろうか。

「狼の一族といっても、姿は普通の人間よ。何百年に一度、たった一人だけ狼に姿を変える者が生まれるの。彼らはその狼を生き神として、仕えているのよ」

「女王陛下、わ、わたしの頭では、とても付いていけそうにありません」

　けれどマルケシュは、そう簡単に音ねを上げなかった。

　俯うつむきがちだった顔を上げて、イパネラを見つめている。

「彼らは人間としても特別で、長生きだし、傷があってもすぐに治ってしまうのよ。再生能力が、私たちのように優すぐれているの」

　そこでイパネラは玉座を下り、二人を自分に近づけてその肩に触れてきた。

　途端にエマの脳裏に、イパネラが話していなくても、次々と彼らの姿が浮かび上がってきた。

　全員が逞たくましい体つきをしている。そして刃物でできた傷も、翌日には綺麗に治ってしまうという、特別の体を持っていた。

　彼らは狩人で、肉をよく食べる。そして狼に姿を変えられる生き神を守るために、いつも働いていた。

　その昔、人がまだもっと愚かだった時代、彼らは自分たちの血を、病やまいの薬として人々に分け与えていた。ところが地に人が増え、彼らを異い端たんの者として恐れるようになると、人のために血を与えることを止やめてしまったのだ。

「どうすれば彼らの血を貰もらえるのでしょうか？」

　マルケシュは待ちきれずに、つい質問してしまう。

「さぁ、私にもわからないわ。彼らは人間が嫌いなのよ。私たちのように、人間と共存しなければいけないという理由がないから、自然の中で、自分たちだけで暮らしているの」

「あの毒を、彼らの血で消せるでしょうか？」

「他に方法がないのだから、試すしかないわ。狼の一族に対して、できるだけの誠意を示すことね。昔は私たちも彼らと交流があったけれど、今はあまり関わらないことにしているの。だから何を考えているのかわからないけれど、昔はいい種族だったわ。最後に会ったのは三百年前だったかしら。その時にアルフを贈られたのよ」

　エマはそれを聞いて、今にも目を回しそうだった。

　この時代、普通の人々は六十歳まで生きるのがやっとだった。魔女たちはその中でも、特別長寿なのだと思ってきたが、アルフは三百歳、狼の一族は長生きで、イパネラはそれこそ何年生きているのかわからないほど生きているのだ。

「ヘイゼン伯はく爵しやくを、案内役として同行させましょう」

「いえ、自分たちで何とかします。地図を描いていただければ」

　マルケシュの申し出に、イパネラは頷いた。

「では、迷わずに行くことね。あなたたちが森で迷ってしまったら、ガイル殿下も死ぬことになる。そうしたら大公の願いは簡単に叶かなってしまうわ。それでは悔くやしいでしょ」

　冷たい口調で言うと、イパネラはそこでドレスの裾すそを翻ひるがえし、二人の前から立ち去ろうとした。許された謁えつ見けんの時間は終わろうとしている。

「女王陛へい下か、村は、魔女の村は無事でしょうか？」

　どうしてもそれだけは聞いておきたい。エマの叫びにイパネラはゆっくりと振り返る。

「マルケシュ様を襲ったような人たちが、村を襲ったりしていませんか？」

「大丈夫よ。昼でも動ける、ちゃんとした人間の私兵をすでに送ったわ」

「あ、ありがとうございます」

「エマ……あなたはよい魔女になれたのに……残念だわ」

「えっ……」

　イパネラの美しい青い瞳は、未来まで見通せるのだろうか。だとしたらエマは魔女になれずに死ぬのかもしれない。

　あるいは最初の計画どおり、婚姻するために魔女でなくなるかのどちらかだった。
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　案内を断ったのは、少しでも早く狼おおかみの一族の村に行きたかったからだ。夜の住人を伴ともなっていたら、昼間は全く動けなくなってしまう。足手まといになると思っていたけれど、夜明け前の霧きり深ぶかい森に入って、マルケシュは絶望的な気分になっていた。

　ヘイゼンから地図を貰もらったが、ほとんど意味がない。周囲は深い森が続いているだけだ。どちらに進んだらいいのか、わからなくなってしまった。

「……急ぐつもりが、かえって遅くなりそうだ。どちらに進んだらいいのか、わからなくなってきた」

　弱気になったマルケシュに、エマは優しい声をかけてくれる。

「霧が晴れるまで、待ちましょう。陽が昇れば、どの辺りの位置にいるのかわかります。そうしたら、馬の速度から進んだ距離を計算して、どこまで来ているかわかるでしょ」

「何でそういうことが、すぐに思いつくんだ？」

「薬草採りに出て、迷子になったときの心得です。陽の位置と自分の歩く速さで、どこにいるかわかるようにしておくんです。ここでちょっと休みましょ。馬も疲れているでしょうから」

　エマといると本当に心強い。騎士たちといるのと変わらないぐらいだ。

　もしこれが姫君だったら、とてもこうはいかないだろう。道に迷ったと知ると泣きだし、敵に襲おそわれたとなれば、恐怖のあまり気を失う。それが女だと思っていたが、そうではないエマのような者もいるのだ。

「夜の女王のお城には、普通の人たちも大勢いるんですね。パンとリンゴをいただいたけれど、村で食べているのと同じようなものです。火を熾おこして薬草湯を飲みたいけれど、霧で枯かれ枝が湿しめってるから、無理でしょうね」

「乾いた枝を探してくるよ。そこで馬と待っていてくれ」

　少しでもエマにはいいところを見せたい。このまま役立たずの烙らく印いんを押されてしまうのは心外だ。そこでマルケシュは森に入り、できるだけ乾いた枝を必死になって集め始めた。

　やはり自分は、大切に育てられた王子なのだと思う。しなければいけないことは、誰かがやってくれたが、それが当たり前のように思っていた。

　ガイルを助けるというのは、何もその身を守るだけではない。より自由な身があるのだから、それを上う手まく利用して、もっと領民の生活や貴族たちの実態を調べるべきだ。

　より遠くまで伸ばせる手足となればいい。城にいては見えないものも、やがてはよく見えるようになってくるだろう。そうなったら、今回のように謀む反ほんを起こそうなどと思う者の情報も、もっと早くに手に入ったかもしれないのだ。

　枝を手にして戻ると、エマは小枝と枯れ葉で、すでに小さな種火を熾していた。こんなところも実に手て際ぎわがいい。

「霧が深いということは、陽が昇ったら晴れるということです。夜の女王のお城みたいに、おかしな魔法で隠されているなんてことはないから、大丈夫、すぐに見つかりますよ」

「そうだな……だけど狼の一族は、私たちに友好的だろうか？」

　マルケシュはつい暗くなってしまう考えを振り払おうと、もっと気の利いた言葉を探そうとしたが、逆にまたエマに慰なぐさめられてしまった。

「こちらが友好的だったら、きっと心を開いてくれます」

「そうだろうか」

「できるだけ誠意を見せる必要がありますよね。あちらの村で、足りない物を聞いて、それを進しん呈ていするとかはどうでしょう」

「ああ、いい考えかもしれないな」

　炎ほのおが上がり始めると、霧も自然と周囲から消えていく。すると明るくなってきた空が見えてきた。星すら見えて、マルケシュの重く沈んだ心も明るくなってくる。

「兄上が、死にたかったというのは本当だろうか」

　イパネラに言われた言葉が、今頃思い出されてきた。

「マルケシュ様が王になったほうがいいと、本気で思われていたのかもしれませんね」

　エマはまた小さな鍋なべを取り出し、革袋に入れた水を注そそいで沸わかし始める。いい香りがする薬草湯は飲みやすい。泥どろ臭くさい水を飲むより、ずっとおいしく感じられて、このまま城に戻っても飲み続けたいと思った。

「王位に就つきたいと、思ったことはないんですか？」

「ああ、ない。王になったら何かと不自由なのは、父を見ていればわかる」

「だったら殿下も、同じように思っていたかもしれませんよ」

「……」

「それが心の重荷になっていたかもしれませんね」

　そんなことは考えてもみなかった。けれどマルケシュが苦手だと思ったことを、ガイルも同じように苦手だと感じていたかもしれない。なのに周囲の目は、ガイルだけに注がれていた。先に生まれたというだけで、王位に就くという運命が決められてしまったのだ。

「マルケシュ様が殿下に対して、おかしな引け目を感じていたみたいに、殿下もマルケシュ様に対して、引け目を感じていたかもしれませんね」

「兄上が？　私に？　あり得ない」

「そうかなぁ。マルケシュ様は、立派な王子様です。わたし、最初は威い張ばっているだけの、いやぁな王子様なのかと思っていたけれど、全然違ってました。殿下を助けるために一生懸けん命めいだっていうのが伝わってきたし、皆がそんなマルケシュ様を助けようとしてましたもの」

「そんなことで引け目を感じるのか？」

「マルケシュ様のほうが、騎士や兵、それに民に愛されてるんじゃないかと思ったのではないかしら。ごめんなさい。勝手なことばかり言って」

　ガイルが嫉しつ妬としていたなんて、マルケシュは考えたくもない。けれどガイルが眠りにつく前、ビルドに代わられるくらいならマルケシュが王になればいいとぽつんと呟つぶやいたことを思い出すと、あながち違うとは言い切れなかった。

「おや、今日の薬草湯は味が違う」

　差し出された薬草湯を一口飲んでマルケシュは驚く。

「はい、これは心の平安を与えてくれる薬草湯です。飲みやすいでしょ？」

「いったい幾いくつ持ってきたんだ？」

「七日分くらいかな。まだいろいろとありますよ。よく眠れるのもあるけれど、今は起きていないといけないから」

　男のマルケシュが疲れているのだ。エマもさぞかし疲れているだろう。なのに疲れた様子を微み塵じんも感じさせず、マルケシュに笑顔を向けている。

　火が熾ってきて、体が温まってきた。それにつれて心も平穏を取り戻す。マルケシュはとても素直な気持ちになっていて、思っていたことをそのまま口にしてしまった。

「イパネラ女王の言っていたことは本当だ。私は……兄上のためなら何でもするつもりでいるが、エマが兄上と婚こん姻いんすることだけは、あまり嬉うれしくない」

「……マルケシュ様、こんな状況だから、わたしみたいな者でも、よく見えるんですよ。お城に帰れば、綺き麗れいな姫君がマルケシュ様に声をかけられたいって、待ってますから」

「姫君では、私のこの皺しわを取ってはくれないだろう。どうする？　この若さで、ここに深い皺が残ったままだったら？」

「嫌いやかもしれないです」

「嫌だろ」

　そこでエマは、残ったお湯に綺麗な麻あさ布ぬのを浸ひたして絞しぼった。そしてマルケシュに近づけると、目の上にそっと押し当てる。

「そのままじっとしていてくださいね。指で押すのは、嫌いみたいだから……これでも、同じようにすっきりしますよ」

「エマは、いつも優しい……」

　マルケシュは手を伸ばして、そこにあったエマの手を握った。

「もし兄上が狼の一族の血で元気になっても、エマは魔女に戻らず、私と城に行かないか？」

「……」

「やはり兄上のほうがいいのかな。私では、婚姻相手として相応ふさわしくないだろうか？」

「……マルケシュ様は好きだけど、どちらかというと大好きだけど……魔女でいたい気持ちも消えないんです」

　魔女になんかなって、何が楽しい。病人の世話で一生を終えるつもりかと言ってしまうこともできたけれど、エマは快こころよく思わないだろう。マルケシュはため息をつくしかなかった。

「そうか……そうだよな。魔女になるために、ずっと修業をしているんだから……」

　これからは私一人を癒いやしてくれなんて、マルケシュにはとても言えない。エマの志こころざしは高く、マルケシュの存在がそれを上回れるとはとても思えなかった。

「でも、そのお気持ちは、すごく、すごく嬉しいです。ねぇ、マルケシュ様、願いが一つ叶かなうとしたら、何をお願いしますか？」

「……何でそんなこと訊くんだ？　今は……兄上の回復しか考えられない」

「そうでしたね……。わたしは、もし叶うなら、一日だけ両親の家に戻って、娘として暮らしてみたいです」

　麻布が冷たくなると、エマはマルケシュの額ひたいから外して、また湯を麻布にかけた。そして軽く絞っている姿を、マルケシュはじっと見つめる。

　焚たき火の炎に照らされた顔は、エマには珍めずらしく悲しげだった。

「村の人たちは、わたしを可か愛わいがってくれたけれど、やっぱりたくさんいるなかの一人でしかないんです。本当の両親と暮らすって、どんな感じですか？」

「それは……いろいろだな。エマの両親はどうしてるんだ？」

「遠くの村で暮らしています。弟と妹がいるんですって……。みんな元気で病気にならないから、会いたくても会いに来てくれないんです。でもそれは嬉しいことだから……」

　エマはそこで膝ひざを抱かかえ、エプロンに顔を押しつけた。泣いているのだと知って、マルケシュはすぐにエマを抱き起こし、しっかりと自分の胸に抱いてしまった。
















「目の色が違わなかったら、普通に娘として愛されたのかなって、時々、悲しくなって。ごめんなさい、マルケシュ様。わたし、どうかしてる。いつもは平気なのに」

「いいよ、泣いてもいいんだ。ここで泣いても、私は誰にも言ったりしないから」

　他の誰でもない、マルケシュの前で泣いてくれたことが嬉しかった。そしてマルケシュは、エマが素直にマルケシュの申し出を受け入れられないのは、すべてそこに原因があったのだと理解した。

　赤ん坊の頃に魔女の村に預けられたエマは、普通の家族を知らない。だから自分が婚姻して、誰かの妻になるということがどういうものなのか、よくわからないのだ。

　ガイルの妻になることを拒こばまなかったのは、血を与えるのが目的だったからだろう。妻の役割よりも、病人を介護する魔女の務めを優先して考えたからだ。

「不思議ですね。マルケシュ様の腕の中で泣いたら、これまでで一番すっきり泣けました。人の温ぬくもりって、気持ちがいいものですね」

「少しは役に立ててよかった……」

　マルケシュもエマを抱いていて心地ここちいい。このままずっとこうしていては駄だ目めなのだろうか。

「私は、ただ、こうしてエマと一緒にいたいだけなんだ。魔女の村に帰してしまったら、二度と会えなくなってしまう。それともエマに会うために、毎回、病気になるか怪け我がをすればいいのかな」

「どうしたらいいのか、わたし、今は考えられません」

「そうだな、いいよ。急ぐことはないけど、私がそういう気持ちだってことを考えていてくれ。だけどこれは恋守りの効き目のせいじゃない。エマの……魅力が言わせたんだ」

　空はますます明るくなってきた。まるで夜の住人のように、それにつれて二人を睡すい魔まが襲う。

「少し、休んでから行こう」

　荷物の中から毛布を取り出し、それでマルケシュはエマと一緒にすっぽりと体を覆おおう。僅わずかの時間でも、離れていたくない気持ちになっていた。それに何より人肌の温もりは、ほっとさせてくれるものがある。

　エマも嫌なら拒むだろう。なのに拒まなかったのは、エマも同じようにマルケシュと離れていたくなかったからだと思いたかった。
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　陽の方向を見ながら、エマは小さな砂時計を取り出して刻ときを計った。陽はもう中ちゆう天てんを過ぎ、砂時計は何度も容器の中で砂を移動させていた。

「馬がこの速度で、砂時計一つ分進む距離から計算すると、そろそろこの辺りにやってきたと思います」

　地図を指で示しめしながら、欠伸あくびをしているマルケシュにエマは教える。

「寝ながら乗馬しないでくださいね。落ちたら大変。落馬で多いのは骨こつ折せつです。骨折は、治るのにとても刻が必要になりますから」

「んっ……わかった」

　エマを抱きしめるようにして、馬に乗っているマルケシュからは、時折本当に寝息が聞こえてくることがある。そのたびにエマは、手た綱づなをしっかり握にぎりしめていた。

　ずっとこうしてマルケシュとくっついている。互いの温ぬくもりを分け合っていると、ただ寒さがしのげるというだけでない。心までもほんのりと温かくなっていた。

　きっと一人だったら心細く、もっと辛つらい旅に思えただろう。

「木が生はえている大きな岩のある分かれ道、ああ、あれじゃないかしら」

　巨岩の割れ目から、立派な松の木が伸びているのが目についた。

「だとしたら、かなり近くに来ていることになるな」

　後ろから地図を覗のぞき込みながら、マルケシュが呟つぶやいた瞬間、二人の目の前を何かが過よぎった。それが矢だと気付くのにしばらくかかった。不思議な音をさせて飛んでいく矢は大きく、いつも見ているものとは明らかに違っていたからだ。

「エマ、伏せろ、あれは矢だっ！」

　矢が飛んできた方向に馬の首を向けながら、マルケシュは叫さけんでいた。

「怪あやしい者ではない。イパネラ女王の紹介で、貴殿らの王に謁えつ見けんにまいった。新興国、スワンドールの第二王子マルケシュだ」

　するとその声に呼こ応おうするかのように、森の木々がざわざわと揺れる。続いていきなり樹上から、人が飛び下りてきた。

　一人ではない。続いて二人の男たちが、同じように飛び下りてきた。その手には、それぞれ大きな弓が握られている。

　最初に下りてきた灰色髪の男は、近くの木に刺さった矢を苦もなく引き抜いた。それは矢や尻じりだけ金属で、あとは木や竹を使う矢と違い、すべてが金属の重そうな矢だった。

「王子様か？　で、連れてるその女は、あんたの嫁よめか？」

「い、いや。婚約者だ」

　咄とつ嗟さにマルケシュが口にしたことを、エマは許そうと思った。何だか男たちの視線が怖くて、マルケシュの婚約者でいたほうが安全な気がしたのだ。

「俺はイバン、ま、俺も王子様だ。父親は族長だからな」

　イバンの言葉に、一緒にいた男たちが無ぶ遠えん慮りよに笑いだす。

「どこが王子だ」

「似合わねぇーっ」

　無遠慮にげらげらと笑われてもイバンは怒らず、一緒になって笑っていた。

　三人とも、獣けものの毛皮や革を使った、妙な形の服を着ていた。機能的で動きやすそうではあるし、森の木々の間に隠れてしまうと、獣のように見えてしまうという利点がある。狩かりには向いた服装なのだろう。

「まぁ、敵だとしても、たいしたことはねぇな。女連れだし、弱そうだ」

　じろじろとマルケシュを見た後で、イバンはあっさりと判断した。

「歓迎するぜ、スワンドールの王子。名もなき、我が王国にようこそ」

　大げさにイバンが挨あい拶さつすると、男たちはまたもや大爆笑していた。何がおかしくてそんなに笑うのだろう。エマの眉み間けんにも、マルケシュと同じように皺しわができてしまいそうだ。

「都みやこに案内してやる」

　そう言うとイバンは、短く口笛を吹いた。すると森の奥から三頭の馬が走ってきた。

「狩りを邪魔してしまったようだ。すまない」

　馬を並べて進めながら、マルケシュはまず謝あやまる。けれどイバンの目は、マルケシュよりもその前に座っているエマにばかり注そそがれていた。

「樹上で狩りをするのだろうか？」

　マルケシュが興味深そうに聞くと、イバンではなく別の男が答えた。

「ああ、そうだよ。下を走っていく猪いのししや鹿しかを狙ねらうんだ。俺たちの弓は、強く引かないといけないから、早撃ちは難しいからね。狙いを定めやすい、上からのほうがいい」

　自慢げに男は弓を見せてくれたが、それは大きくてしかも金属製で、並の力の男ではそうそう引けないものだというのがわかった。

「凄すごい、強ごう弓きゆうだ」

「そうさ。これだから、一本の矢で、楽に猪を仕留められる」

　ここで狩ったものが、そのまま今夜の食卓に並ぶところだったのだろうか。だとしたらとんでもない邪魔をしてしまったとエマは思った。

「なぁ、スワンドールの女ってのは、みんな、そんなにちっちゃいのか？」

　イバンはとんでもない質問をしてくる。

「いえ、そんなことはありません。わ、わたしが小柄なだけです」

「リスみたいだ。可か愛わいいな……」

　馬を前に進めて、イバンは下から覗き込むようにエマを見ていた。

「ほう、目の色が左右違う。珍めずらしいな」

「……は、はい。よく言われます」

「それが旅の服なのか？　城の姫様っていうのは、びらびらしたドレスを着ているものじゃないのか？」

「わ、わたしは魔女見習いなので」

　思わずエマは、正直に答えてしまった。けれどその後で、言ったことを後こう悔かいしなければならなかった。

「へぇーっ、あの有名な北の魔女か？　魔女ってのは、ババァばかりだと思ってたが、こんな可愛い魔女もいるんだな。王子、魔女を嫁にするつもりか？　やめとけ、あんたはびらびらドレスの姫様にしておけよ」

　会ったばかりで、いきなりこんな話をしてくるなんてとても失礼なことだが、彼らの間ではそれが普通なのかもしれない。マルケシュもエマも、答えようがなくて押し黙だまっていた。

「イパネラに会ったのか？　噂うわさだと、ものすげぇ美女だってことだが、どうだった、いい女だったか？」

「……神のようなお方でした」

　エマがおずおずと答える。するとイバンはさらにエマに近づいてきて、親しげに話を続ける。

「イパネラ女王は、綺き麗れいな人間が大好きなんだ。あんたら、よく捕まらなかったな？」

「目的がありますので」

「どんな目的があるんだ？」

　するとそこでマルケシュが、苛いら立だちを抑えて答えた。

「それは今から、王のところで話す」

「へぇーっ、ま、どうせ魔女を連れてくるぐらいだ。薬代わりに、俺たちの血が欲しいとか、そんなのだろ」

　まさにそのとおりだったが、二人はあえて沈黙する。まだ彼らが安心できる相手なのか、わからないままだったからだ。

　そのまま進んでいくと、いきなり周囲の景色が変わった。広々と開けた町が見えてきたのだ。

「これは……大きな町だ」

　マルケシュは驚いている。エマも北の果てにこんな大きな町があることを、これまで全く知らなかった。

　家はすべて石造りのしっかりしたものだ。すべてが似たような造りで、真まっ直すぐに続く道の左右に、等とう間かん隔かくで並んでいた。

　家々の合間に、井戸と厩きゆう舎しやが交互に挟まっている。小こ路みちでは子供たちが、楽しそうに鶏にわとりを追いかけ回していた。

　町の外れには牧場があって、むくむくと太った羊たちが、のんびりと草を食べているのが見える。

「貴殿らの神は、ここにいるのか？」

　マルケシュの質問に、イバンはのんびり答えた。

「いや、今は旅で留守にしている」

「人から狼おおかみになるって、本当なのか？」

「ああ、だけどあっちのやつらと違って、俺たちの神はせいぜい生きて五百年だ。しかもやつらみたいに簡単に数を増やせないから、神を守るのも大変なのさ」

　大きな家の中では、屈くつ強きような男たちが集まって何かを作っている。どうやら鍛か冶じ場ばらしい。カンカンと金属を打ち付ける音が響ひびいていた。

「豊かそうでいい国だ……」

「だからって攻める気になるなよ、王子。俺たちを敵に回すと、面倒なことになるぞ」

「そんなつもりはない。私たちの国は、やっと一つの国になってきたばかりだ。むしろいろいろと教えを請こいたいくらいだ」

　褒ほめられた途端に、イバンの顔はこれ以上の晴れやかさはないというくらい、明るいものになった。

　どうやら彼らの気質は単純で、おおらかな性格のようだ。

「この国に城はない。城なんてなくても、十分に上う手まくやっていけるからさ。あの井戸はすごいだろう？　遠くの川まで水を汲くみにいく必要なんてないんだ。地下水が町中を流れてる」

「それはすごいな」

　エマもそれはすごいと思った。魔女の村は幸い水に恵まれていて、村内に綺麗な小川が流れている。それで助かっているが、水場の遠いところでは、誰だれもが苦労していた。

「俺たちの使う武器は素晴らしいが、王子たちには扱えないだろうな。何しろ、重さが違う」

　バカにしたように言われて、せっかく機き嫌げんのよくなっていたマルケシュが、またもや眉み間けんに皺を刻んでいた。

　確かに彼らは大きい。マルケシュも決して小男ではないが、それより頭一つは大きく見えた。そんな彼らを支えるためか、乗っている馬も大きめだ。

　木で作られた簡単な荷台に大きな猪を積み、馬に引かせていく者がいる。金に近い茶色の髪を靡なびかせた美女で、イバンに気がついて声をかけてきた。

「三人で出掛けて、手ぶらで帰ってくるなんてどういうこと？」

「仕方ないさ、今日の獲え物ものはこの客人二人だ」

「客が来るなんて珍しいね」

　彼女も背が高く、すらっとした肢し体たいには筋肉がしっかりついていた。ところどころ肌はだが露あらわになる、毛皮を使った妙な服が似合っている。

「姉のナーシャだ。美人だろ？」

　イバンはそこでマルケシュに同意を求めてくる。マルケシュは気のない様子で、ああとだけ低く呟いていた。

「狩った獲物は、皆で分配する。強い者も弱い者も、皆、平等だ」

「だったら、狩りの邪魔をして悪かった。今から戻って、狩りの続きをしてくれ」

「なぁに、夕方になったら、食べきれないほどの獲物が集まる。俺たちが手ぶらで戻っても、どうということはない」

　戸外にある石造りの窯かまでは、煙えん突とつからもうもうと煙が上がっていた。その煙がとても獣臭いのは、干し肉を作っているからだろう。

「ここが王の住まいだ」

　どこといって変わったところのない家の前で、イバンは馬を下りる。そしてすぐにエマの前に回り、手を差し出して軽々と抱えてしまった。

「軽いな、本当に犬くらいの重さしかない」

　地面に下ろされるまでの間に、エマは恥ずかしさをたっぷり味わった。何とイバンはエマの体を離す前に、犬のようにくんくんとその体の匂いを嗅かいだのだ。

　連日の野宿で、体は埃ほこりだらけで汚れていた。村にいた頃のように、毎日温浴とはいかない。こんなに汚れているのかと、鼻を寄せて匂いで試されたようで、何とも言えない屈くつ辱じよくだ。

　マルケシュはそれを見て慌あわてて馬から飛び下り、守るようにエマの肩を抱いてくれた。

　無礼という言葉は、どうやらこの町の住民にはないらしい。二人は案内されるまま、昼でもほの暗い建物の中に入っていった。
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　イバンによく似た灰色髪の大男が、この国の王ザルバンだった。灰色の眼がん光こうは鋭するどく、そのまま灰色狼に変身してもおかしくないほど、野性の強さを感じさせる。

「それで？　イパネラ女王に紹介されて、何をしに来たんだ？」

　ザルバンの声は太く、よく響ひびいた。

　玉ぎよく座ざなどというものはない。ただ木製の大きな椅い子すが、暖だん炉ろの前に置かれているだけだった。

　暖炉はとても立派で、中で肉やパンを焼いたり、鍋を吊つるしておけるようになっている。厨ちゆう房ぼうらしいものはなく、この暖炉が竈かまどの役割を担になっているのだろう。

　冬場は雪深くなる北の土地らしい暖炉を中心に、家族が集まって暮らしているのだ。

「兄が毒殺を謀はかられました。ヒドラゲンと思われる毒のようで、生きているのに、目を覚ましません」

　そこでマルケシュは、魔女の村に行ったこと、その後にイパネラ女王の元を訪れたことも話した。

「今すぐに差し出すことはできませんが、この国で入り用なものがありましたら、ただちに用意してお届けします。小麦でも、金貨でも、払えるだけ用意します」

　エマとマルケシュには、荒削りの木の椅子に、熊の毛皮が貼られた椅子が与えられている。毛皮の触り心地ここちがよくて、エマはずっと手でこすっていた。

「では王子。兄を王位に就つけるために、我が国の誰かの血を寄よ越こせと言いたいのか？」

「それは……はい、つまり、そういうお願いです」

「だったらここで私が、スワンドールの乙女おとめ十人と交換するならよいと言ったらどうする？」

「……」

「たった一人の男を助けるために、十人の乙女が犠ぎ牲せいになる。それでもするかね？」

　マルケシュは返事に詰まった。

　どうして皆、こんなに意地悪なんだろうと、エマは悲しくなってくる。魔女たちはどんな身分のものであろうと、難病の者を助けるための努力を厭いとわない。なのに夜の女王も、狼の一族の王も、冷たく突き放すばかりだ。

　たった一人だけを助けるのは、不公平だと言われればそうかもしれない。けれどガイルが良王となってよい治ち世せいを行えば、大勢の領民が無む駄だ死じにすることなく生きられる。

「王様、殿下が国を治めれば、争いのないよい世の中になります。だからこそ、殿下を助けたいのですが」

　エマが訴うつたえても、ザルバンの気は変わらなかったようだ。

「誰が治めても、人間の世の中なんてそんなに違うものではない。死は、人間に平等に与えられた運命だ。それから一人だけ逃れようとするのは、公正ではない」

「で、でも、殿下は毒殺されようとしているんですよ？」

「それも運命だ。毒を盛られるような生き方をしていたのだ、仕方あるまい」

　ザルバンの言葉に、マルケシュは怒りを隠さずに抗こう議ぎした。

「そんな……惨むごい言いようです。悪いことをした人間が、そのまま玉座に座るのを許せと言うのですか」

「それが嫌なら、王子が戦うしかない。貴族や騎士は、何のためにいるのだ？　王を守るためだろう？　だったらなぜ彼らを率いて戦わない」

「……それは、私が兄を殺したことにされているからです」

「はっ？」

　そこでザルバンは笑いだした。

　何て無礼な人たちだと、エマはただただ呆あきれるばかりだ。人間嫌いというのは本当なのだろう。きっと自分たちより劣おとっていると、内心バカにしているのだ。

　エマは怒りを抑えるために、ぎゅっと手を握りしめる。その手がぶるぶると震ふるえていた。

「王子、悪いが、それは言い訳だ。誤解されたなら、それを跳ね返すのが本当だろう？　皆がその毒殺者の言いなりになって、王子がやったと思うのか？　だったら、元々疑われるような素養が王子にもあったのだ」

　ザルバンの言葉は、よくよく聞けば真実だった。けれど疲れ切った二人の耳には、残ざん酷こくで冷たい言葉にしか聞こえない。

「私に挙兵しろと？」

「それ以外にあるまい。敵かたきをとって、王子が新王の名乗りを上げればいい」

　皆が同じように、マルケシュを王位に就かせようとする。だがマルケシュにとって王位などどうでもいいもので、一番の願いはやはり愛する兄を、不ふ慮りよの死で失いたくないというものだった。

「父上は交こう渉しようが下へ手たね」

　いきなり声がしたと思ったら、ナーシャとイバンが部屋に入ってきた。ナーシャはマルケシュの前に立つと、じろじろと無遠慮にその顔を見つめる。そして手を出して、その頰ほおに触れてきた。

　エマはその官能的な仕草にぎょっとする。男を誘う女の姿なんて、これまでに見たこともなかったが、本能がナーシャのしていることの真意を探り当ててしまったようだ。

　マルケシュは驚いて身を引いたが、つるつるとその頰を執しつ拗ように撫なで回されている。

「あたしなら、その要求に応えてあげてもいいわよ」

「えっ？」

　逃げまどっていたマルケシュの動きが止まった。するとナーシャは勝ち誇ほこったような顔をして、ちらっとエマを見つめる。

　何だかおかしな雰ふん囲い気きになってきたと思ったら、ナーシャはさらりと恐ろしいことを口にした。

「あたしの血をあげるから、お兄さんを助ければいいじゃない」

　そこでザルバンは椅子から立ち上がり、ナーシャの側に来て乱暴にその手を引いた。

「話を盗み聞きしていたのか？　余計な口を挟むんじゃない」

「いいじゃない。あたし、この王子が気に入った」

「おまえと剣で対等に戦うこともできない男だぞ」

　何でいきなり、そんなにマルケシュが弱いと決めつけてしまうのだ。追っ手ともちゃんと戦ってきたのにと、エマは一人いらいらする。

「そんなのどうでもいい。戦う必要なんて、ここにいればないもの。狩りが下手だって、別に構わないし。どう、王子様？　あたしの婿むこになってくれるなら、お兄さんを助けてあげる」

「いや、それはできない。私には婚約者がいる」

　マルケシュは救いを求めるように、エマを見てくる。エマは慌あわててうんうんと頷うなずいた。

「だから何？　死にそうな人間を助けてあげるって言ってるのよ。婚約者がいたから何なの。そんなの破は棄きすればいいだけじゃない」

「そうしろ。その女は、俺が貰もらう。小さくて、リスみたいだ。この国に、そんな可か愛わいい女はいないからな、特別大切にしてやるぞ」

　イバンの言葉に、一瞬でエマの頭の中は真っ白になった。

　ガイルを助けるために、なぜそこまでしなければいけないのだ。確かに命を助けることは大切だけれど、このままではマルケシュを奪われ、自分はあの狼男に奪われるというのだ。

「ナーシャ、イバン、いいかげんにしないかっ」

「あら、本気よ。だって、あたしらが一番欲しいのは、他の国の人間なんだもの」

　ナーシャは背を屈め、椅子に座っているマルケシュに顔を近づけて、穴が空あくほど見つめ始めた。

「綺麗な顔をしているわね、王子様。あたしたちは、ずっとこの国で暮らしているだけ。他国とは交流がない。だけどそれって、あまりいいことじゃないって、神様は言ってる」

「神様？　旅に出ている神様か？」

　マルケシュの質問に頷いたナーシャは、ついにマルケシュの膝ひざの上に座り込んでしまった。

「そうよ、その神様が言ったの。他国の人間と交流を増やし、婚こん姻いんして新しい血を入れるようにって」

　エマにはナーシャの言葉の意味がわかった。狭い村の中、少ない人口で婚姻関係を続けるのはあまりよくない。ときには村同士で交流し、他村の人間と婚姻するようにと、魔女たちも教えているのだ。

　誰も知らないこの国では、他国から花嫁や花婿を迎え入れるのも難しいのだろう。それはわかるのだが、どうしてそこでエマとマルケシュが選ばれてしまうのだ。

「お兄さんが生き返れば、どうせ国にいる理由はなくなるんでしょ？　だったらこの国に来ても、いいじゃない」

「いや、それは無理だ」

　マルケシュは、ナーシャを引き離そうとしては失敗している。それを横目で見ていたエマの前には、いつの間にか巨大なイバンが聳そびえ立っていた。

「あっ……」

「そうだよ、父上。そうやって頑かたくなになっちまうから、他国と交流ができなくなっちまうんだよ。魔女見習い、この国はとても豊かだぞ。飢うえる心配はない」

「えっ？」

「それに魔女見習いのおまえには悪いが、病人というものがいない。だからすることもないだろうし、せっせと子作りして、俺の子を育ててくれ」

「い、いえ、それは無理です」

　恋守りの作り方を間違えただろうか。もう捨てたのに、まだ効き目があるとしたら恐おそろしい。どうしてほんの少し前までは、健康な若い男など見ることもまれな生活をしていたのに、一気に男たちから申し込まれることになってしまったのだ。
















「申し訳ないが、降りてはくれないだろうか。王の言われるとおりだ。エマが望まないことをさせてまで、兄上を生かしておく必要があるのかわからなくなった」

　マルケシュはどうにかナーシャを引き離し、狼狽うろたえ、怯おびえているエマに手を差し伸べた。

「エマ、すまない。帰ろう……私は、王の親衛隊に合流し、大公と戦う。私が王位に就けば、兄上もきっと許してくださるだろう」

「マルケシュ様」

　エマも慌てて立ち上がり、マルケシュの手を取ろうとした。けれどその体は、簡単にイバンに持ち上げられてしまった。

「放してくれ。もう、貴殿らに難題を持ちかけるようなことはしない。このまま大人おとなしく帰るから、私の婚約者に非礼な真ま似ねなどしないで欲しい」

「ここから無事に、帰れると思ってるのか？」

　イバンの全身が殺気だった。エマは手足をばたつかせながら、必死で下ろして欲しいと訴えたが、イバンはもう聞いていない。それどころかエマを肩に担かつぎ上げてしまった。

「下ろしてくれ」

　マルケシュも殺気立っている。その手はいつしか剣の柄つかを握にぎっていた。

「イバン、失礼なことをするものじゃない。その魔女を下ろせ」

　ザルバンが命じても、イバンは従う様子がなかった。

「私の大切な婚約者だ。下ろしてくれ」

　頭を下げて丁寧に言っても、イバンが応える様子はない。

「イバン、やめな。下ろしてあげて」

　ナーシャはマルケシュの手を握り、剣を抜かないようにさせてからイバンに命じる。イバンは渋々だが、ナーシャの言いつけには従った。

「王子様、よく考えて。うんと言うまで、あたしはあんたを帰さない。イバンもきっと同じ思いでしょ。そうして王子様……どうなると思う？　お兄さんは助からなくなってしまうし、ここにいつまでもいたら、王様にもなれない」

「卑ひ怯きようだ！　脅おどすのかっ」

「交渉よ、王子様。あんたは綺麗で、頭もよさそうだわ。あたしの婿に相応ふさわしい……」

　こんなときに、王は何をしているのだろう。エマが助けを求めようとしたら、王は何と暖炉に薪まきをくべ始めていた。

「王様、そんなことしている場合じゃないでしょ。わたしたちを助けてっ！　異国の人間に対して、これってものすごく失礼だわっ」

　エマが喚わめいても、王は薄笑いを浮かべるだけだった。

「ナーシャの言うとおりだ。王子は、必要なもので対価を支払うと言っただろう？　子供たちが、貴殿らを欲しいと言うなら、それを貰おう。ナーシャの体から、好きなだけ血を抜けばいい。それで兄を復活させ、王にしてやればいい」

「酷ひどい。わたしたち、婚約してるのよ。あ、あい、愛し合ってるんだからっ」

　これからどうするつもりなのだ。エマは下に下ろされたものの、まだ襟えり首くびをイバンに摑つかまれている。すぐにでもマルケシュの側に駆かけ寄りたいと思っていたら、いきなりナーシャが背後からマルケシュの後頭部を殴なぐりつけた。

　エマの悲鳴も、マルケシュには聞こえなかっただろう。

　続けてナーシャはエマの側に来ると、その腕をがしっと摑んだ。

「イバンはバカだけど、根は優しい正直者だよ。悪いけど、強さはあの王子の何十倍かな。大人しく、諦あきらめたら？」

　そこでエマは歯を食いしばり、激しく首を左右に振った。

「ふーん、ま、いいけどね。イバン、獄ごく舎しやに運ぶよ」

「えっ？」

　やはりこういった場所を訪れるのに、夜の住人であるヘイゼン伯はく爵しやくに同行してもらうべきだったかもしれない。

　少なくとも夜の住人は、こんな愚おろかな難題をふっかけてくることもなく、実に紳士的な対応だった。彼らが狼の一族と交流がなくなったのは、何かわかるような気がする。こんな野や蛮ばんな一族では、イパネラにはとても耐えられないだろう。

　逃げないといけない。けれどマルケシュは、邸やしきの地下にある獄舎へと連れて行かれてしまう。逆にエマは、三階の部屋に押し込められてしまった。

　これでは二人で話すこともできない。

　鉄てつ格ごう子しの嵌はまった窓の外は、夕焼けで真っ赤になっていた。それを見ながら、エマは必死になって考える。

「女のくせに、マルケシュ様を倒せるくらい、力が強いのよね」

　ナーシャと戦って自由になる。そしてマルケシュを助け出す。その案は、どうあっても無理だった。

「まさか何も食べさせないってことはないわよね。だったら、食事を運んできてくれた人を、まずは倒して……」

　この国の人間は逞たくましい。エマの大きさでは、十二歳くらいの子供と一緒程度だろう。戦ったこともないエマに、この国の人間を倒せるはずがなかった。

「どうすればいいの……」

　簡単なことなのかもしれない。マルケシュがナーシャの婿になり、エマがイバンの嫁となる。そうしてガイルは助かり、スワンドールはめでたくも栄さかえていくのだ。

「いや、絶対にいやっ。マルケシュ様は……マルケシュ様は……」

　エマは堅いベッドに座り、荷物の袋をぎゅっと抱きしめる。二人で飲むための薬草湯の元は、まだたっぷりと用意してある。帰りの旅でも飲むつもりだったからだ。

「いやよ、マルケシュ様と帰りたい。帰りたいんだから」

　いつも寄り添っていたマルケシュの体がなくなって、エマは心底寒さを感じる。この寒さは耐えられそうになかった。
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　夜になると方々の家から、獣けものの肉を焼く匂いが漂ただよってきた。本当にこの国は、豊かに暮らしているらしい。

　エマは細い鉄てつ格ごう子しの間から手を伸ばして、壁を匍はっている蔦つたを引っ張り、大量に葉を手に入れることに成功した。

「どんどんややこしくなっていく。まず問題を整理しなくちゃ」

　いったい何を間違えて、こんなことになってしまったのだろう。イパネラの城に行ったところまでは、追っ手に狙ねらわれたとはいえとても順調だった。

　道にも迷わなかった。ここまでで大きく迷ったことはない。

　では何がまずくて、こんなところに閉じこめられてしまったのか。

「わたしが、殿下よりもマルケシュ様に惹ひかれたから、いけなかったのかな？」

　もし最初に、エマのことをガイルの婚約者だと紹介したらどうなっていただろう。いや、それでイバンが簡単に諦あきらめるとは思えないし、ナーシャにいたってはより好こう都つ合ごうだろう。

「新しい血……スワンドールの人達と交流の機会を設もうけます。だからわたしたちを、自由にしてください。これも無理……ここの人たちは野や蛮ばんなんだもの。村の人たちだって、きっと逃げ出すわ」

　葉っぱに思っていることを文字にして刻きざんでいくと、心は落ち着く。

「マルケシュ様、どうしてるだろ。いつも側にいたのに……」

　人の縁とは、不思議なものだと思った。数日前までは、その存在すら知らなかったマルケシュが、今では特別大きな存在になっている。

　マルケシュだって、この運命の大きな変化に戸惑い、今頃はいろいろと考え込んでいるはずだ。

「心配だな。マルケシュ様って、思い詰めるほうだもの。それにナーシャだっけ。狼おおかみの姫君に殴なぐられて気を失ったなんて、やっぱり男としては耐えきれないと思うな」

　そこでエマはまた窓に近づき、マルケシュがいる部屋はどこかと探そうとした。

「マルケシュ様、聞こえたら返事して」

　エマは鉄格子を、手にした金属棒で軽く叩たたいた。鉄格子はまだ錆さびていなくて、叩くと澄すんだいい音をさせる。それをマルケシュが聞いていて、何か返事をしてくれればいいと思ったが、聞こえないのか何も返ってこない。

「この作戦は失敗。それともマルケシュ様の部屋には、誰だれか見張りが付いているのかしら」

　その可能性は高かった。賢かしこそうなマルケシュのことだ。すぐに逃げ道を見つけ出し、脱走すると思われているかもしれない。

「どうしよう。いくらお師し匠しよう様でも、これ以上殿下を生かしておくのはきっと難しい……だったら」

　手にした葉につけた傷は、その部分だけが白くなっている。まだそんな文字も読める明るさだったが、気付いたら文字が滲にじんで見えた。

　どうやらエマは泣いているらしい。

「魔女は泣かない。泣いていたら、正確な治療ができないから……」

　物心ついた頃から、ずっと育った村のことを、エマはまるで何年も離れていたかのように懐なつかしく思い出す。

　子供の頃は、両親に連れられて来る同い年くらいの子供を見ると、いつも不思議な思いに取り憑つかれた。なぜあの子には、自分だけの親がいるのだろう。どうしてエマには、自分だけのものにできる親や兄きよう妹だいがいないのかと悩んだものだ。

　今はもう、男と女が婚こん姻いんして家族となることも知っている。自分の両親が、新たに二人の子供を授さずかって、農家として暮らしているのも知っていた。

　自分はいらない子供だったのだ。

　そう思うと悲しいから、自分は魔女になるために生まれてきたのだと思うことにしていた。

　どんな病やまいも治せる、優すぐれた魔女になりたかった。一つでも多くの命を助け、人々に笑顔を取り戻して欲しかった。

「わたしが殿下に、恋したりしたからいけなかったんだわ」

　すべての問題は、そこから発生したような気がする。エマがガイルに恋していなければ、ジータもまさかイパネラのところへ行けとまでは言わなかっただろう。

　マルケシュに王になるよう説得し、ガイルのことは諦めさせたはずだ。

　ジータはエマの悲しい初恋を、何とか成じよう就じゆさせてくれようとしたのだ。たとえ相手が魔物であっても、魔女なら添そい遂とげられると信じて。

　魔女のほとんどが、その生しよう涯がいに恋など一度もしない。エマは特別だったのだ。

「そしてわたしが、殿下よりもマルケシュ様を選んだから、罰ばちが当たったのね……。だけど罰ばつせられるのは、わたしだけでいいと思う。マルケシュ様は、殿下のために一生懸けん命めいだっただけ。なのに酷ひどいわ」

　マルケシュと共に眠った幸せな刻は、今け朝さのことだった。あれからそんなに刻は過ぎていないのに、マルケシュは囚とらわれの身となってしまっている。

「みんな……わたしが悪いんだと思う。そうよね……わたしのせいだわ」

　魔女は恋なんてしてはいけないのだ。なのに恋をしたせいで、皆に迷惑をかけてしまった。こうなったらエマは、自分で責任を取って、マルケシュだけは何があっても自由にしてあげたかった。

「だってマルケシュ様は、王様になるのだもの。わたしなんかと釣つり合わないし……。ナーシャには気の毒だけど、あの狼男のものになると言えば、きっとマルケシュ様だけは逃がしてもらえる」

　マルケシュに対する思いも、ガイルに対して抱いた憧あこがれも、みんな本物じゃなかったと思うことにした。この数日の出来事は、すべて夢だと思ってしまえばいい。

　恋心なんてなくても、イバンとも上う手まくやっていけるだろう。今はあのがさつさに苛いらつくけれど、いつかは好きになれるかもしれない。

「……そうよ、大丈夫。あれもこれも、みんな修業だと思えばいい」

　一人苦しむエマの耳に、微かすかに鳴っている金属音が響ひびいた。

「あっ、気付いてくれてたんだ」

　急いでエマは窓に近づき、独特のリズムをつけて鉄格子を叩く。するとそのリズムを真ま似ねて、同じように叩く音が聞こえた。

「マルケシュ様……」

　自分を騙だまそうとしても、やはり難しい。エマはマルケシュが好きなのだ。こうしてマルケシュから何かが伝わってくると、それだけで心は勝手に弾はずんでしまう。

「そうだ、これなら」

　エマは急いで大きめの葉に、文字を刻みつけた。

『きっと助かります。希望を捨てないで。出された食事は、ちゃんと食べましょう。逃げるとき、力が出ないと困るでしょ』

　何でこんなどうでもいいことしか書けないのだろう。けれどエマは、優雅な手紙を書く方法を習っている、姫君たちとは違うのだ。

　いつも持っている箱を開き、中から針と糸を取り出した。そして葉に糸を通すと、エマは鉄格子の間からそろそろと下ろした。

　マルケシュのいるところは地下かもしれないが、明かり取りの窓があるのだろう。そこからマルケシュは、返事をしてきたのだ。

　糸の先を持ってじっとしていたら、急に軽くなるのが感じられた。マルケシュが葉に気付いて取ってくれたのだ。

「よかった。少しでも慰なぐさめになればいいけど」

　もう一枚、葉を取った。今度はもう少し、楽しめるようなことを書こうと思う。では何を書いたらいいだろう。

『話せば、きっとわかってくれますよ。いつも朝に寝ていたから、夜は眠れないかもしれませんね。でもいい夢を見るために、眠りましょう』

　そこまで書いたら、エマは笑いだしていた。

「何これ。これじゃ病人に注意しているときみたい。わたしって、どうしてこうなのかしら」

　たぐり寄せた糸の先に、またもや葉を通して下に垂たらす。ふっと糸の先が軽くなったと思ったと同時に、エマは廊ろう下かをこちらに近づいてくる足音を耳にした。

　慌あわててベッドの上に座り、膝ひざを抱かかえてじっとしていた。

　いきなり扉が開き、イバンが顔を覗のぞかせる。

「手荒い真似して、すまなかったな。子リスは逃げる心配もないから、一緒に飯めし食ってもいいって言われた。来いよ」

「……マルケシュ様は？」

「王子は逃げようとするから駄だ目めだ。後で飯だけ運ばせる」

　イバンは落ち着きがない。どうやら二人きりになって、改めてエマを強く意識しているようだ。思ったより純情な男なのかもしれない。だとしたらエマの申し出を受けて、マルケシュだけでも逃がしてはくれないだろうか。

「ねぇ、わたしがここに残ると言ったら、マルケシュ様だけでも帰してくれる？」

　ベッドから下りながら、エマは確かめるようにイバンの顔を下から覗き込んだ。

「どうかな、そりゃ無理だ。ナーシャが怒りだすから」

　部屋を出るようイバンは促うながすが、エマはそこから動かずに話し続けた。

「そんなにお姉さんが怖いの？」

「さっきの見ただろ？　ナーシャは最強だ」

「そんなことないでしょ。あなたのほうが強いはずよ。だけどあなたはナーシャが大好きだから、負けてあげてるんだわ」

　イバンはそこでぽりぽりと首筋を搔かく。それは、『まぁな、そのとおりだ』とでも言いたいところなのだろう。

「イバン、家族や仲間が大事なのは、あなたたちも一緒でしょ。マルケシュ様が帰らなかったら、平気で仲間の毒殺を企たくらむような人が王になってしまう。だから、お願い」

「王子がナーシャの婿むこになればいいだけだ。ほらっ、行くぞ。俺は腹が減ってるんだから、急げよ」

　空腹で急せかされているのではない。イバンはここで答えを求められたら、迂う闊かつなことを口走りそうで焦あせっているのだとエマには思えた。

「想像してみて。大切な家族が毒殺されようとしているのよ」

「俺たちは、多少の毒じゃ死なないからな。想像なんてできねぇよ」

「だったら傷をつけられたら？　たくさん斬きられたりしたら、あなたたちでも痛むのでしょ」

「いや、傷はすぐに治る」

　あくまでもイバンは、のらりくらりと躱かわすつもりらしい。エマもさすがに焦じれてきた。

「首を切り落とされれば、あなたたちだって死ぬんでしょ。つまりそういうことよ。ナーシャが斬り殺されて、それでもあなたは平気なの？」

「そういうことは考えないことにしてるんだ」

　イバンはまたぽりぽりと首を搔く。ナーシャがやられれば、そりゃ辛つらいに決まっていると答えているかのようだ。

「そうなの？　だったら、もしわたしがあなたの妻になっても、全く心配はされないってことね。わたしはあなたたちとは違う、弱い人間なのに、守ってもらうことも、心配してもらうこともないのね」

「……必死だな」

　イバンはエマに近づいてくると、灰色の瞳でじっと見つめてきた。

「子リス……」

「子リスじゃないわ。エマよ」

　エマもイバンを睨にらみつける。すべてで負けていても、せめて気き迫はくだけは勝ちたかった。

「エマ、俺をその気にさせて、王子だけを逃がそうなんて考えるな」

「だったら交こう渉しようよ。マルケシュ様を逃がしてくれたら、わたしはここに残ると約束するわ。本当に急がないといけないの。このままでは大勢の人が死ぬことになるもの」

「そんなの言い訳だ。王子をナーシャにやるのが嫌いやなだけだろ」

「悪い支配者は、病気の元と一緒。一部を腐くさらせ、やがてすべてを腐らせていくんだわ。止められるのは、もうマルケシュ様だけ。婿になれだの、はいって言うまで閉じこめるだのって、そんな低次元の話をしている場合じゃないのよっ」

　力説したら、息が上がった。ハァーハァーと肩を揺らしながら息をしているうちに、またもや涙がわいてきた。

　今度の涙は悲しみの涙ではない。どんなに説明しても、わかってもらえない悔くやし涙だった。

「エマ、泣いてるのか？」

「……」

「スワンドールなんて、どうでもいい国じゃないか。どうせまた、誰だれが一番偉えらいかで揉もめて、バラバラになっちまうさ」

「他国の人間は、何人死のうと関係ないわよね。わたしは魔女だから……人を死から救うために病と闘ってきたの。病でもない人間が、意味もなく死ぬのは、それだけで耐えきれない。あなたには、どうでもいいことなんでしょうけど」

　そこでエマはイバンを押しのけるようにして、部屋から出た。

　どんなに早く走ったって、きっと追いつかれてしまうから逃げられない。ここから出るなと言われれば、それを守ることは簡単だけれど、それよりも辛いのは、決して理解し合えない人間と、これからずっと暮らしていかなければいけないことだった。

「婿だの嫁よめだのの話は、俺たちにとっちゃ真剣な問題だ。新しい血が入らなくなって、この国の人間は、みんな頭が悪くなってる。俺にはそうとしか思えない」

　エマを狭い階段に案内しながら、イバンは悲しげに訴うつたえていた。

「俺たちは長生きだから、うるさい長老連中が、今でもこの国を支配してる。王様なんて飾り物で、意見なんて何も通らないんだ。長老連中は、今の若いやつらは頭が悪いっていうけど、他よ所その人間と交流しないから、知識も増えようがないんだ」

　思っていたより、イバンはまともなことを言う。エマは黙だまって聞いていた。

「交流させないのは、長老連中なんだぜ。俺たちの血の秘密がわかると、狙われると怯おびえてるんだ。だけどこのままじゃ、国中の人間の血が繫つながっちまう」

　広間に戻ると、そこにはこの家の住人らが集合していた。

　ナーシャとイバン以外にも、五人の弟妹がいた。さらにイバンの父母、祖そ父ふ母ぼ、曾そう祖そ母ぼまでいたから、広間は人でいっぱいだ。

「俺は、エマみたいに賢い娘と、俺のように逞たくましく、それでさらに賢い息子が欲しい。ナーシャだって同じだ。どうせなら賢い子供を産みたいのさ」

　大きな木のテーブルでの食事が、すでに始まっていた。

　暖だん炉ろで焼かれた猪いのししの肉に、大鍋で茹ゆでられた芋いもが添えられている。皿などはなくて、硬く焼いたパンの上に、肉と芋を直じかに置く。肉汁の滲しみたパンは、そのまま食べてもいいし、テーブルの下をうろうろと歩き回っている、狼のような姿をした三匹の犬に投げ与えてもいいらしい。肉の骨は床に放り投げる。それを犬が奪い合い、がつがつと食べていた。肉を切り分ける大きなナイフがあるだけで、あとはみんな手づかみだ。

「食事のマナーは、二百年遅れてる気がするわ」

　思わず呟つぶやきながら椅子に座ったエマの目の前に、パンに乗った肉と芋が置かれた。

　肉の手づかみはできるが、芋を手で食べたことはあまりない。せめて木のスプーンでもあればいいのにと思ったけれど、そんなものはテーブルのどこにもなかった。

　エマの肉の量は、幼い子供と同程度だ。けれどイバンの前には、巨大な塊かたまりが置かれている。文句の出ない公平な配分だ。

　ナーシャもイバンと負けないくらい食べている。ガツガツと食べるその様子からは、彼女がこの国の姫君だとはとても思えない。

　いつも持ち歩いている袋から、金属棒を取り出した。それをエプロンで丁てい寧ねいに拭ぬぐって、芋を突き刺して食べた。するとそれを見ていた子供たちが、いきなり騒ぎだす。

「ねぇ、それなあにっ」

「なあに、なあに」

「ちょうだい、ちょうだい」

　子供は好きだ。どんなに愚おろかでも、子供なら許せる。

「万能棒よ。何にでも使えるの」

　エマは隣に座っている子供の肉を取り、金属棒の先端で丁寧に骨から身を剝はがしてやった。すると骨を齧かじるのは苦手だったらしい子供は、にこっと微笑ほほえんで肉を頰ほお張ばる。

　すぐに他の子供も真似をして肉を差し出したが、イバンの長い腕がそれを阻そ止しした。

「甘えるんじゃないっ」

「何だよ、イバンの嫁さんだったら、いいじゃないか」

　一いつ喝かつされても、子供たちはめげない。どうやらこの国では、目上のものに反発するのは悪いことではないらしい。

「まだ嫁じゃねぇ。今は客だ」

「目の色ちがーう」

　肉を取ってもらった一番下の妹はまだ幼おさなく、椅子の上で手足をばたつかせてキャッキャと騒ぎだした。けれどそれを叱しかるような者は誰もいない。

　建築や土木工事、金属の精製など優れた技術を持っているのに、このままでは確かに隣国とどんどん文化面で差がついてしまうだろう。

　けれど交流が深くなり、彼らの秘密がばれたら狙われる。

　簡単に彼らの血が手に入り、本当に効き目があるのなら、魔女たちは失業だ。その代わりに貴重な血を持った一族の人間は、まるで神のように崇あがめられ、大金を稼かせぐようになる。

　それをしないでここまでひっそりと暮らしてきたのは、彼らの神が教えたことなのだろうか。

「イバン、まだ客だと言ったね」

　遠くにいる祖母が、低い嗄かれた声で言った。

「ああ、客だ」

「夜よ這ばいなんてするんじゃないよ。客に手を出したりしたら、沼地に追放だよ」

「そ、そんなことはしねぇよ」

「噓うそをつくんじゃないよ。男ってのは、それしか頭にないからね。まだ乳ちちも貧弱な子供じゃないか。おかしなことしたら、命を落とすかもしれない」

　何とありがたい叱しつ責せきだろう。少なくともこれで、今夜は安心してエマも眠れそうだ。

　叱られたイバンは、むっとして肉に齧りつく。それを見ていたナーシャが、何がおかしいのか爆笑していた。
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　葉っぱは二枚、その後でエマはどうやら連れ去られたらしい。酷ひどいことをされていないかと、マルケシュは気になって仕方なかった。

　ナーシャが女だったから、つい油断してしまったのがいけない。強きよう烈れつな一撃を急所に受けて、恥はずかしいことに簡単に意識を失ってしまった。

　状況は絶望的だ。ガイルを助けるためにナーシャの言いなりになれば、エマを裏切ったことになる。

　エマのために頑かたくなに拒こばみ続ければ、ガイルは死に、スワンドールは大公に乗っ取られる。マルケシュは生しよう涯がい、この牢ろう獄ごくで虜りよ囚しゆうとなるのだ。しかもエマは、あの野や蛮ばんなイバンと無理やり婚こん姻いんさせられてしまう。

　何かいい解決方法はないかと思うが、何も浮かんでこない。

　どんどん暗くなっていく部屋で一人悩んでいたら、扉とびらがいきなり開いて、蠟ろう燭そくののったトレイを手にしたナーシャが入ってきた。

「食事は肉だよ。あとは芋いもだ。宮廷料理じゃなくてすまないね」

「食事はありがたくいただくが、いつまでこんな虜囚でいなければいけないんだ？」

「交渉次第だね。別にあたしはスワンドールの女王にして欲しいなんて言ってない。ただ、あんたに似た綺き麗れいで頭のいい子供が欲しいだけ」

　それが一番厄やつ介かいなのだ。愛などなくても、そういった行為はできるが、だからこそマルケシュは愛のない行為はしたくないのだ。

「貞てい節せつって言葉を知ってるか？」

「……知らない」

「私はエマを愛している。だからエマ以外の女性と、そういうことはしたくないんだ」

「そんな心配はしなくていいよ。魔女はもうイバンの嫁よめになるつもりらしい。仲良く、夕食の席に来ていたから」

　そんなことはそのまま信じない。もしエマが、イバンに対して親しい態度を取っていたとしたら、それはきっとマルケシュに自由を与えるためだ。

　エマはいつでも自分を犠ぎ牲せいにする。

　マルケシュを助けるためなら、イバンにその身を与えるくらいするだろう。そういう娘なのだ。それがわかっていて、守れなかったことが何より悔くやしかった。

「王子様、そんなにあたしが嫌い？」

　ナーシャは珍めずらしくもしおらしい態度に出てきた。マルケシュは堅い肉を嚙かみしめながら、ふっとため息を漏もらす。

「会ったばかりだが、少なくとも私に対してこんな理り不ふ尽じんな拘こう束そくを続ける限り、好きにはなれないと思う。それにスワンドールでは、本当に愛し合った者たちが、婚姻するものだという約束がある」

「何だよ、それって意味がわからない。より強く、逞たくましい子供を授けてくれる相手を探すのが、この国の女の務めだけど、それが普通だろ」

「私はそんなに強くない。ナーシャに一撃で倒された」

　あれは屈くつ辱じよく以外の何ものでもない。男として、そんな恥ずかしいところをエマに見られたのも辛つらかった。

「王子様があたしを拒み続ければ、何もかもおしまいだよ。それでもいいの？」

「国なんてどうでもいい……。エマを愛しているから……そう言えればいいのに、私のせいで死ぬだろう兄や両親のことを思うと、心が痛む」

　エマもまた犠牲者の一人だ。ガイルを魔女の村に連れていかなかったら、今でもエマは魔女見習いとして、それなりに楽しく暮らしていただろう。

　知り合ってからの日にちは短いが、一緒にいた時間の密度は濃こかった。マルケシュは生まれて初めて、一人の乙女おとめを真剣に愛したのだ。

　家族を知らないエマに、新しい家族を与えたかった。それは王国の支配よりも、マルケシュにとっては大切な夢だったのだ。

「難しく考えなくていいさ。何人か子供が生まれたら、スワンドールに帰ってもいい。いたければここにいて、好きなように暮らしても構わないし」

「違うんだ、ナーシャ。誰とでもできることじゃない。それがわからない限り、私たちの話はずっと平行線だ。理解し合えることもないし、もちろん愛し合うこともない」

「力ずくって、手もあるけどね」

　ナーシャの金色の瞳が、妖あやしく輝いている。この調子では、本気で襲おそってきそうだった。

「余程私に嫌われたいらしいな」

「そうだね。もっと嫌われる方法もあるよ」

　そこでナーシャはマルケシュに近づいてきて、その髪に触れた。

「綺麗な黒髪……こんな髪をした子供が欲しい……」

　ここでナーシャを殴っても、何の解決にもならない。マルケシュはひたすら怒りを抑え、身を固くしてじっとしていた。

「魔女を殺すって言ったら……どうする？」

「エマが死んだら、私も死ぬ。私のために犠牲になった彼女に報むくいるには、それしかない」

「あたしのものになれば、魔女は自由にしてやるよ」

「いや、イバンがそれを許さないだろう。君たち姉弟は、欲深で傲ごう慢まんでわがままで、最悪だ」

　ナーシャはあーあと低く呻うめくと、マルケシュの側から離れていった。

　そして扉に寄りかかり、改めてマルケシュを見ながら呟つぶやいた。

「おかしいよ、あんた。この国の男たちは、女に言い寄られたら素直に尻尾しつぽを振る。嫁がいようが、年寄りだろうが関係なくね」

「スワンドールにも、そういった男はいる。いや、世界中、どこにでもいるだろう。だが、私は違う。私は……神を信じるように、愛を信じたいんだ」

　これまでは、両親とガイルだけがマルケシュの愛の対象だった。彼らのために、自分の身を犠牲にすることも厭いとわなかったものだ。

　その愛の対象に、エマが加わった。マルケシュと同じように、愛のためには自らの身を犠牲にしてしまう、心優しい乙女だ。

　犬が突然吠ほえ始めた。するとナーシャは、それを口実にして部屋を出て行った。マルケシュはほっとしながら、堅いパンを嚙みしめる。

「今夜は、襲われる心配はなさそうだな」

　小さな明かり取りの窓を見上げる。長身のマルケシュでも、背伸びをしてやっと手が届くような場所にあった。

　新しい葉っぱは下りてきていない。マルケシュは聞き耳を立て、エマが悲鳴をあげるような事態になっていないか確かめようとした。

　けれど犬の声がうるさい。犬たちは外を駆け回り、何かを追っているようだったが、やがて静かになった。

　マルケシュはさらに耳を澄ませる。すると思ってもいなかったものが聞こえてきた。
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　魔女の村が懐なつかしい。部屋に戻り一人になったエマは、温おん浴よくの快適さを思い出していた。ここにはそんな温浴施設などないのだろうか。

　北の大地には無数の火山があるから、この地でもどこかに湧き出しているはずだ。けれど病知らずの彼らには、温浴に効果があっても意味がないのだろう。

「明日、イバンに訊きいてみようかな」

　マルケシュの部屋からは、何の物音もしない。エマは窓辺に寄り、じっと聞き耳を立てた。すると微かすかに声が聞こえてきた。どうやらナーシャが食事を運んできたらしい。

　二人の話し声は小さく、何を話しているのか聞き取るまではできなかった。そうしているうちに、いきなり犬たちが近くで激しく吠えだしたのだ。

　狼おおかみの血を引く勇ゆう敢かんな犬で、熊や猪いのししにも立ち向かっていくという。その犬たちが落ち着きをなくしているのはどうしたのだろう。

　キャンッと吠えたような気がした。その後で、辺りはいきなり静かになったと思ったら、エマは窓にぶら下がり、石の壁によじ登ってきたものを見つけた。

「アルフ！」

　夜しか歩き回れない偉い大だいな狼は、鉄てつ格ごう子しの向こうから中を覗のぞき込む。そして赤い目を光らせて、じっとエマを見つめた。

「どうしたの、アルフ。ああ、もしかしてイパネラ女王陛下が、どうしているか調べてこいって命じたのかしら？」

　こくりとアルフは頷うなずく。案内を拒んだ愚おろかな二人なのに、どうやらイパネラは心配してくれたようだ。

「大変なことになっちゃった。わたしたち、捕まってしまったの」

　アルフの毛を撫なでながら、エマはこれまでのいきさつを話した。

「どうしたらいいのか、わからない……アルフ、マルケシュ様だけでも助けて。そうしないと、スワンドールがメチャクチャになってしまうわ」

　そこでアルフは頷くと、そのまま一気に三階から飛び下りた。そしてどこともしれないところに走り去っていった。

　その後から、ナーシャが犬を叱る声が聞こえた。

「いったい誰にやられたんだいっ。いつからそんな弱虫になった？　耳が切れてる。おまえは尻尾しつぽ？　相手は犬？　それとも狼？」

　この家の犬は、アルフのように利口じゃない。人間の言葉をどれだけ理解しているだろう。

　そんなことを考えながら、また葉っぱに文字を書こうとしていたエマは、微かなマルケシュの声を聞いて、再び鉄格子にしがみついた。

「エマ、エマ、無事か？」

「ええ、マルケシュ様は？」

「肉もパンも堅かった。薬草湯が飲みたい」

「ああ、残念、ここからじゃ、届けられない。そうだ、明日、ナーシャに頼んで届けてもらいますね」

　薬草湯は比ひ喩ゆだ。マルケシュは、二人で過ごしたあの幸福な時間に戻りたいと、それとなく言っているのだとエマは思った。

　エマにはわかっているが、この会話をナーシャに聞かれても、きっと深い意味まではわからないだろう。

「アルフが来ました……」

「知ってる。アルフが来ているってことは、希望を持てるってことだろうか」

「ええ……女王が、きっと助けてくれます」

「だといいんだが……」

　マルケシュの声を聞くとほっとする。そこでつい本音を口にしてしまった。

「国によって、考え方とか違うのですね。何か子供を作ることが、こんなに大事にされるところって初めてです」

「いや、彼らは特別なんだ。より優すぐれた子孫を残すことが、一番素晴らしいことだと思っているんだよ。それはいいけど、問題なのはその対象が私たちだってことだ」

「そうね……困りましたね」

　ふとエマは、マルケシュはあの蠱こ惑わく的てきなナーシャを見ていて、男として何も感じないのか気になってしまった。けれどそれを確かめる勇気はない。

「エマ……兄上は魔女たちに託たくす。戻れたら、私は真っ先に国王を救い出さないといけない。激しい戦いになるかもしれないから……」

　そこでマルケシュの言葉はしばらく途と絶だえた。

　もしかしたらマルケシュのほうが、大公の軍勢に負けてしまうかもしれない。そんな恐ろしいことを、マルケシュは口にできなかったのだ。

「それが落ち着いたら、エマ、迎えに行く。そうしたら村長の許可を得て、魔女の村から出てくれ」

「……」

「魔女になりたかったのはわかるが、こうして離されたらよくわかっただろう？　私たちは、ずっと一緒にいるべきだ。エマ、私と新しい家族を作ろう」

「マルケシュ様……」

　あなたは王になるのだ。それでも魔女見習いが相手でいいのかと、エマは訊こうとしたが訊けなかった。

　こんな状況でも、愛を貫こうとしてくれたマルケシュの気持ちに、水を差すようなことはしたくない。

「左右の目の色が違っても、私はその子を大切に育てる。男でも女でも、どちらでも構わない。エマを母と呼んで、慕したってくれる子供を作ろう」

「はい、マルケシュ様」

　マルケシュがこんな夢を語るのは、死ぬかもしれないと思っているからだ。本気で玉ぎよく座ざを狙ねらうなら、大公は何があってもマルケシュを殺さないといけない。そのためには、あらゆる手を使ってくるだろう。

　そんな敵陣に、マルケシュは乗り込まなくてはいけない。

「マルケシュ様、わたし……待てますから。何カ月でも、何年でも待てますから」

「そうか……待っていてくれるのか」

「はい、待っています」

　それしかマルケシュを励はげます言葉が見つからない。

　エマはふと、マルケシュに触れたいと思ってしまう。言葉で伝えきれない思いは、指先が重なるだけでも伝わっていく。

「夜って、思ったより優しいんですね」

　空を見ると、細くなった月があった。夜空を切り裂き、そこから陽の光を覗かせているようだと、エマは考える。

「夜に出歩く者は少ないから……女王の秘密は守られるのかな」

「そうですね。今頃、アルフは薔ば薇らの城に向かって走ってるのかしら。夜が、アルフにも優しいといいのに」

　アルフ一匹だったら、夜明けまでに夜の女王の城に戻れるだろうか。

　それからどうなるのか、エマにもマルケシュにも予想はつかない。ただひたすら、自由になれることを願うだけだった。
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　イパネラが薔ば薇らに触れると、途端に花びらがきらきらと輝いた。その様子を見て、満足そうにイパネラは微笑ほほえむ。

「あなたたちも、私の生み出した子供のようなものよ。美しいわね。私は、美しいものが大好き。期待を裏切らない美しさ、素晴らしいわ」

　ゆっくりと歩くイパネラの足下には、舌を出し、荒い息をしているアルフの姿があった。

　さらにその後ろには、長身のヘイゼンの姿もある。

「女王陛へい下か、どうやら大公は追っ手が戻らないことを不審に思って、新たな追つい討とう隊たいを組織したようです」

　ヘイゼンの報告は、言葉になっていない。イパネラの脳内に直接響ひびいてくる。同じようにアルフからの報告も、イパネラは受け取っていた。

「せっかくいい国になりかけていたのに……。夫に言わせると、ここは私の箱庭らしいわ」

「箱庭にしては、ずいぶんと大きなものですね」

　ヘイゼンは苦笑する。

　イパネラの夫、偉い大だいなる夜の皇帝は、今、世界中を旅している。彼にとっては、この世界のすべてが統治すべきものだったからだ。

　けれどイパネラは、ここ数年大きな旅はしていない。この薔薇の城がすっかり気に入り、城の周りの環境も、自身が居い心地ごこちいいように変えていった。

「せっかく貰もらった箱庭ですもの、綺き麗れいに整えたいわ。ヘイゼン伯はく爵しやく、どう思って？　狼おおかみの一族は、ますます野や蛮ばんになってしまっているわね。彼らの獣じゆう性せいは増すばかり」

　人間の中では、特別身体能力の優すぐれている狼の一族を、できることなら敵に回したくない。夜の住人にとって、陽の光という弱点があるのは致命的だ。昼にその寝場所を暴あばかれたら、簡単に夜の住人は消えてしまう。

「女王陛下、ここはあの一族の神、人じん狼ろうを呼び戻すしかないでしょう」

「でもローゼンハイム卿きようはどちらにいるの？　遠国にいたら、呼び戻すのに時間がかかるわ」

「ここ百年ほど留守にしていたようですが、近くに戻ってきてはいるようです」

「では、領主の役目を全まつとうなさいと伝えて」

　狼の一族が排はい他た的てきな生活をしているのがいけない。もっと知的な指導者が必要なのに、領主は旅ばかりしている。

　けれどそれも仕方がないのかもしれない。五百年という寿命は、神になるには短すぎ、人間としては長すぎる。

　なぜ、自分はこの世に生きているのかと悩み出したら最後、命のある限り旅をして、少しでも真理に近づきたいと思うものだろう。

「愚おろかな支配者は、病びよう巣そうを作り出す。そのとおりね。やはりここはあの王子を玉ぎよく座ざに就つかせるべきだわ。彼は生き真ま面じ目めで、一生懸けん命めいだもの」

「でも魔女見習いを攫さらったことは、気に入らないようですが」

　ヘイゼンに言われて、イパネラは頷うなずく。

「あの娘は、とても素養があったのよ。嗅きゆう覚かくも聴ちよう覚かくも優れていて、奉ほう仕しの精神に満ちていたわ。けれどしょうがないわね。人は、愚かな恋をする。けれど愚かな恋をしなければ、地に満ちることもできない生き物だもの」

　この城を守るためには、まず城の近くにある国が、平和であって欲しかった。人間の世界のことに干かん渉しようするのは、あまりいいことではないし好きでもなかったが、今回は多少の干渉が必要になりそうだ。

「すぐに二人の救出に向かわせますか？」

「皇太子は？　まだ生きているかしら？」

「はい、魔女たちが最善を尽くしております」

「では、もう少し待ちましょう。狼の一族を説得させるのは、領主に任せたいし」

「畏かしこまりました」

　イパネラはアルフを呼び寄せ、軽く頭を撫なでる。次に自分の小指を嚙かみ、そこに宝玉のようにわき出た深紅の血を、アルフの口先に持っていった。

「よく働いてくれているわ。しばらくあの二人を見守ってちょうだい」

　女王の血を直接舐なめていいなど、夜の住人の中でも最高の栄誉だ。アルフは静かに舌先を近づけ、その貴重な一滴を舐め取った。

　じきに夜明けが訪れる。

　イパネラの目には、夜は暗い世界となって映らない。夕暮れのような、ほの明るい世界なのだ。けれどイパネラは、この地に命を得てから、一度も夜明けを見たことがなかった。

　だから優秀な絵師に、夜明けと夕暮れを描かせる。日中の青い空も描かせたが、それには不思議と感動はなかった。

「そろそろ休む時間ね」

　アルフは丁寧に頭を下げると、庭園の東あずま屋やの下にある深い穴の中に姿を隠す。

　イパネラの忠実な臣下であるヘイゼンは、自室に戻り古くから使っている巨大な石棺に入って眠るのだ。

　そしてイパネラは、城の奥まったところにある自室の、さらに下にある地下室へと足を進めた。

「私は生きているのかしら？　一日の半分しか生きられないのに、これでも生きているのでしょうね」

　鏡に映った、自分の姿に向かって呟つぶやく。

　地下の寝室では、美しい小間使いがイパネラのドレスを脱がせるために待っていた。彼女たちはまだ人間で、昼の間も城の手入れをしながら、この美しい城主を守るために働いている。

　イパネラはドレスを脱ぎ、白いシルクの寝間着に着替えた。

　薄い寝間着からは、見事なイパネラの肢し体たいが透けて見える。そのままイパネラは、柔やわらかな布を張り巡めぐらせた、豪華な棺ひつぎに横たわった。

　棺には摘つまれたばかりの薔薇が、たくさん入れられている。

　満足そうにイパネラが頷くと、小間使いたちはゆっくりと棺を閉じた。

　陽が姿を現すまで、眠りは訪れない。イパネラは暗くら闇やみの中、意識を研とぎ澄すませていた。

　すると遠くにいる夫の声が聞こえてくる。

『こちらは夜だ。そっちは夜明けだね』

『ええ、今、休むところですわ』

　離れていても、こうして心を通わせることはいつでもできる。

　イパネラは夫をとても愛していたから、やはり離れている時間が長いと寂さびしくなる。

　寂しさはすぐに伝わってしまったようだ。

『永遠の愛を誓ちかったのだから、何も心配することはない。箱庭が壊れそうで、弱気になっているのか？』

『いいえ、大丈夫ですわ。元に戻します。謀む反ほん人にんが王になるのは嫌いや。だって彼らは、ちっとも美しくないんですもの』

　夫は笑ったようだ。その背後に、海があるような気がした。

『よい夜を、イパネラ……』

『ええ……おやすみなさい……』

　夫との通信が終わった後で、イパネラはふと気になって、エマに向かって意識を飛ばす。すると囚とらわれているというのに、ぐっすりと眠っているエマの意識を拾った。

『女王陛下、助けてください』

　夢の中では、それでも助けを求めているようだ。呟きが聞こえてイパネラは笑った。

　行き場のない女たちを集めて、あの魔女の村を作った。人のためになると思ったが、狼の血の一滴があれば、あんな魔女の村はいらなくなる。

　狼の一族が世界を支配しようと企たくらんだらと、いつも危機感を覚えるが、どうやら彼らもそれほど愚かではないらしい。

　未いまだに愚かな宣戦布告をする者はいなかった。

　結局この世界は、もっとも弱い人間たちが支配していくのだ。

　たったの百年も生きられない、病にも弱い人間が、実は最強の帝王であるというのは不思議だった。

　イパネラは人間が好きだ。愚かで、儚はかない生き物だからこそ、愛いとしいのかもしれない。

　今は魔女見習いが、イパネラの意識に引っかかっているが、それすらイパネラにとっては、一呼吸するほどの短いものだろう。











続く













あとがき






　いつもご愛読ありがとうございます。

　今回のスワンドール、「続く」になっております。話が終わってくれないのでありました。

　いつも一冊読み切り形式なのにと、お叱しかりのお気持ちもおありと思いますが、楽しんでいただけたなら幸いです。




　物語は、スワンドールが建国されて間もなくの頃です。この頃、いったい何があったのでしょう。きっといろいろとあったのでしょうが、裏でやっぱり女王様、いろいろとなさってたのでしょうな。

　彼女にとっては、一国でも所しよ詮せん……箱庭。

　そう箱庭なのですね。だけど広大な宇宙からしてみたら、この銀河系だってちっぽけな箱庭。さらに地球なんて、砂粒一つだと思えば、まぁ、ありでございましょう。

　で、いつも後書きでいろいろ書いてます。本文に費ついやせと怒られそうですが、ほら、本文では書けない、というのがあるではありませんか。

　まぁ、そういうわけでして、今回は、その後の魔女の村編。







　夜の女王の城まで、夜だけの行こう程ていだとしても、往復で長くて五日だと言われていた。なのにエマは一週間経たっても戻って来ない。魔女の村では、それでちょっとした騒ぎになっていた。

「やっぱりマルケシュ王子と駆かけ落ちしたんじゃないの」

　ガイルの体をさすりながら、ピートと同輩の魔女は無ぶ遠えん慮りよに言う。

「エマも十五だし、ちょうどこう、もやもやし始める頃だしね。マルケシュ王子も、結構な色男だし、くらっときてもしょうがないよ」

「……」

　ピートの額ひたいには、怒りの青筋が浮いていた。エマに限って、絶対にそんなことをするはずがない。もしかしたら何かあったのだろうか。

　もう一人の、三つ年下の魔女が遠慮がちに口を挟む。

「でも騎士さんたちが慌あわてて戻ったのは、お城で叛はん乱らんか何かがあったからみたいですよ。大公様ってのが、今はスワンドールを仕切ってるんですって」

「ああ、大公ってのは、以前に亡なくなった皇こう太たい后ごうの弟だよね。そりゃ王子が二人ともいなくなりゃ、自分たちの天下だ」

　そこでピートはいきなりガイルの体をピシャッと叩たたき、腕を組んで仁に王おう立だちになった。

「おかしい……あのエマが、道に迷ったりするはずがない。しかも村長の狼おおかみが付いているのに、何の連絡もないってのも変だ」

「そういや、あの狼、見かけないですね」

「何かあったんだよ。大公とかの手下に、襲おそわれたんじゃないか？」

　ピートはきっとガイルを睨にらみつける。手厚い介護のおかげで、今になってもガイルの命の灯ひは保っていた。体を保たせておけば、その後で魔物になろうがどうしようが、ピートの知ったことではない。生き返るというのなら、お手並み拝見、生き返らせてみろと思う。

　だがガイルのせいで、エマは血の提供者として嫁よめ入いりすると言いだすし、かと思えば敵に命を狙ねらわれたかもしれないのだ。

「みんなあんたのせいだよ。この綺き麗れいな顔が、純情な乙女おとめの心を迷わせたんだっ」

　余程腹が立ったのか、ピートは記録を取るために用意された、イカ墨すみのインクを指に付けて、ガイルの端整な顔に落書きを始めた。

「ちょっ、ちょっとピート、いくら今はお付きの人が一人しかいないからって、この人は皇太子殿下だよ」

「うるさいっ。エマはわたしが育てたんだ。びしびしと厳しく育てて、一流の魔女にしてやろうって思ったのに、あんたら兄弟のせいで、おかしくなっちまったじゃないか。もし危ない目にでも遭あってたら、どうしてくれるんだいっ」

　ガイルの顔が、あまりにおかしくなってしまったから、年下の魔女はぷっと噴き出す。同輩もげらげらと笑いだした。

　そんなことをされても、ガイルはぴくりとも動かないままだ。

「だけど……エマが死んだ気がしないんだ」

　ピートは窓に目を向ける。外では風に追われて、緑の草が勢いよくうねっていた。

「泣いているかもしれないけれど……生きている……そうさ、生きてる」

　そう、エマは生きていた……その頃、遙か狼の里でエマは……。




　イラストをお願いいたしましたＣｉｅｌシエル様、ご迷惑をおかけいたしましたが、魅力的なイラストありがとうございます。もう一冊、増えてしまいまして、本当に申し訳なかったですが、次回もまたよろしくお願いいたします。

　担当様、優等生に戻りたいです。って、そうか、スタートからだめだめ子だったような。

　そして読者様、ほんの短い間でも、異世界で楽しんでいただけたなら幸いです。
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誕生日は６月９日。双子座でＡ型。

東京都出身、栃木在住。

我が家に犬がやってきた。

小型犬の黒ポメラニアン。

毎日散歩して、おかげでますます健康に。

だけどご飯がよりおいしくなってしまって、さてさて、どうしたもんでしょう。
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３月23日生まれ。おひつじ座。

厳しい冬の末にはきっと暖かい春が訪れると信じています。

http://ciel.namom.net/reborn.htm
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